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昭
和
初
年
に
レ
コ
ー
ド
産
業
が
発
展
す
る
と
、
数
多
く
の
新
民
謡
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、そ
の
理
由
を
昭
和
七
年
の「
丸

の
内
音
頭
」、翌
八
年
の
「
東
京
音
頭
」
の
創
出
過
程
か
ら
検
討
し
た
。

レ
コ
ー
ド
産
業
が
生
み
出
す
流
行
歌
に
対
し
て
は
、
文
学
界
や
教
育
界

か
ら
の
批
判
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
ラ
ジ
オ
放
送
で
も
流
行
歌
は

忌
避
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
昭
和
四
年
の
「
東
京
行
進
曲
」
を
め
ぐ
る

論
争
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
だ
が
、「
丸
の
内
音
頭
」
や
「
東
京
音
頭
」

に
つ
い
て
は
、
教
育
現
場
か
ら
は
批
判
的
な
見
方
も
出
た
が
、
流
行
歌

の
よ
う
な
立
場
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
音
頭
は
、
経
済
お
よ
び
地
域
の

振
興
に
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
レ
コ
ー
ド
各
社
は
「
さ

く
ら
音
頭
合
戦
」
を
展
開
し
、
全
国
各
地
で
は
音
頭
が
急
増
し
た
。
レ

コ
ー
ド
会
社
は
、
新
聞
社
を
は
じ
め
、
映
画
会
社
・
劇
場
・
百
貨
店
な

ど
と
提
携
し
て
い
る
。音
頭
は
ヒ
ッ
ト
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、メ
デ
ィ

ア
イ
ベ
ン
ト
の
大
宣
伝
に
よ
り
、
経
済
お
よ
び
地
域
振
興
を
企
図
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
音
頭
に
は
経
済
お
よ
び
地
域
振
興
に
向

け
た
「
思
想
善
導
」
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
意

味
が
存
在
し
て
い
た
た
め
、
内
務
省
の
レ
コ
ー
ド
検
閲
と
し
て
敵
視
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、「
選
挙
音
頭
」
の
作
製
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

は
じ
め
に

現
在
で
も「
東
京
音
頭
」は
夏
の
盆
踊
り
の
定
番
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
作
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
意
外
と

知
ら
れ
て
い
な
い
。
全
国
に
古
く
か
ら
あ
る
民
謡
と
同
一
視
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
が
、「
東
京
音
頭
」
は
昭
和
初
年
に
発
展
し
た
レ
コ
ー
ド
産

業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
新
民
謡
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前

の
民
謡
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
民
俗
学
の
分
野
で
は
、
全
国

各
地
の
民
謡
に
関
す
る
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が（

１
）

、
新
民
謡
の
研
究

は
ほ
と
ん
ど
な
い（

２
）

。
ま
た
日
本
近
代
史
に
お
い
て
も
新
民
謡
は
等
閑
視

さ
れ
て
き
た
。

【
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影
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デ
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そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
な
か
で
上
田
誠
二
氏
は
中
山
晋
平
の
楽
曲

を
分
析
し
、
学
校
の
音
楽
教
育
で
排
除
さ
れ
た
「
東
京
行
進
曲
」
の
旋

律
が
、国
策
の
「
建
国
音
頭
」
と
な
る
過
程
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
「
東

京
音
頭
」
に
つ
い
て
も
、
学
校
外
の
音
楽
教
育
と
し
て
の
意
味
を
見
出

し
て
い
る（

３
）

。
ま
た
中
野
敏
男
氏
は
、
関
東
大
震
災
か
ら
太
平
洋
戦
争
に

至
る
ま
で
の
「
歌
謡
曲
」
に
込
め
ら
れ
た
心
情
を
読
み
取
る
と
い
う
手

法
で
「
東
京
音
頭
」
と
「
さ
く
ら
音
頭
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
た（

４
）

。
上

田
氏
の
研
究
は
、
中
山
作
品
の
楽
曲
分
析
に
よ
る
重
要
な
成
果
と
い
え

る
。
ま
た
中
野
氏
の
研
究
は
、「
東
京
音
頭
」
や
「
さ
く
ら
音
頭
」
を

紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
不
況
や
大
東
京
の
誕
生
な
ど
と
い
う
、

そ
れ
ら
が
誕
生
し
た
当
時
の
時
代
背
景
と
重
ね
て
考
察
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
単
な
る
「
昭
和
流
行
歌
史
」
と
呼
ば
れ
る
書
籍
類
と
異
な
っ
て

い
る
。

だ
が
、「
東
京
音
頭
」
の
創
出
と
影
響
や
、
新
民
謡
と
流
行
歌
と
の

差
異
な
ど
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
東
京

行
進
曲
」、「
丸
の
内
音
頭
」、「
さ
く
ら
音
頭
」
に
つ
い
て
も
、
実
際
ど

の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
、
そ
れ
が
当
時
い
か
に
し
て

運
用
さ
れ
、
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う
具
体
的
な
実
態
に
つ
い
て
研

究
す
る
必
要
性
が
あ
る
。そ
し
て
本
論
で
検
討
対
象
と
し
た「
東
京
祭
」、

「
選
挙
音
頭
」
に
つ
い
て
は
、管
見
の
限
り
取
り
上
げ
た
研
究
が
な
い
。

レ
コ
ー
ド
産
業
が
生
み
出
す
新
民
謡
が
従
来
の
民
謡
と
大
き
く
違
う

点
は
、
新
聞
社
や
映
画
会
社
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
と
提
携
し
、
さ
ら
に
大

劇
場
や
百
貨
店
な
ど
で
披
露
す
る
な
ど
の
大
宣
伝
を
行
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
。
こ
れ
ら
の
宣
伝
方
法
は
、
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
流
行
歌
に
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
で

は
流
行
歌
と
新
民
謡
は
同
じ
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
答
え
は
否
で
あ

る
。
流
行
歌
は
大
ヒ
ッ
ト
し
て
も
地
域
振
興
に
繋
が
ら
な
い
が
、
新
民

謡
は
ヒ
ッ
ト
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
効
果
を
企
図
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
新
民
謡
の
代
表
と
い
え
る
「
東
京
音
頭
」
の
創
出

と
影
響
を
検
討
し
、
な
ぜ
昭
和
初
期
に
集
中
し
て
新
民
謡
が
創
出
さ
れ

た
の
か
、
流
行
歌
に
比
べ
て
新
民
謡
は
批
判
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

の
か
を
考
証
す
る
。
そ
の
考
証
の
な
か
か
ら
は
、
レ
コ
ー
ド
産
業
に
よ

る
音
頭
の
メ
デ
ィ
ア
効
果
と
、
そ
れ
が
地
域
振
興
に
影
響
を
与
え
て
い

た
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
「
東
京
音
頭
」
と
同
じ
作
詞
家

お
よ
び
作
曲
家
に
よ
る
「
東
京
行
進
曲
」
に
対
す
る
評
価
か
ら
、
当
時

の
流
行
歌
の
置
か
れ
た
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に「
丸
の
内
音
頭
」

が
創
出
さ
れ
、
そ
れ
が
「
東
京
音
頭
」
と
な
っ
て
ヒ
ッ
ト
す
る
ま
で
の

過
程
を
描
く
。
ま
た「
東
京
音
頭
」と
軌
を
一
に
し
て
発
売
さ
れ
た「
東

京
祭
」の
作
製
経
緯
に
触
れ
、新
民
謡
が
大
宣
伝
を
行
う
意
味
を
探
る
。

さ
ら
に
「
東
京
音
頭
」
の
影
響
に
よ
っ
て
加
熱
す
る
「
さ
く
ら
音
頭
合

戦
」
と
、
全
国
各
地
に
増
加
す
る
新
民
謡
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ
は

流
行
歌
の
よ
う
な
一
過
性
の
流
行
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え

る
。
そ
し
て
最
後
に
内
務
省
の
後
援
で
作
製
さ
れ
た
「
選
挙
音
頭
」
が

持
つ
意
味
か
ら
、
新
民
謡
が
流
行
歌
の
よ
う
な
非
難
を
受
け
な
か
っ
た

理
由
を
探
る
。

一
　
東
京
行
進
曲
へ
の
非
難

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
五
月
、
監
督
溝
口
健
二
、
主
演
夏
川
静
江

に
よ
る
日
活
映
画
「
東
京
行
進
曲
」
が
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ
は
講
談
社

が
発
行
す
る
大
衆
人
気
雑
誌
『
キ
ン
グ
』
に
連
載
し
て
い
た
菊
池
寛
の

同
名
小
説
を
日
活
が
映
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
小
説
の
人
気
に

乗
じ
て
映
画
に
続
い
て
作
製
さ
れ
た
の
が
、
六
月
に
ビ
ク
タ
ー
が
発
売

し
た
「
東
京
行
進
曲
」（
作
詞
西
条
八
十
、
作
曲
中
山
晋
平
）
で
あ
っ

た
。
声
楽
家
出
身
の
佐
藤
千
夜
子
が
歌
う
「
東
京
行
進
曲
」
は
、
十
万
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枚
以
上
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た（

５
）

。
全
四
番
の
う
ち
一
番
・
三
番
・
四
番

を
示
す
と
、「
昔
恋
し
い
銀
座
の
柳
、
仇
な
年
増
を
誰
が
知
ろ
、
ジ
ヤ

ヅ
で
を
ど
つ
て
リ
キ
ユ
ル
で
更
け
て
、
あ
け
り
や
ダ
ン
サ
ア
の
な
み
だ

あ
め
」、「
広
い
東
京
恋
故
せ
ま
い
、
い
き
な
浅
草
忍
び
逢
い
、
あ
な
た

地
下
鉄
私
は
バ
ス
よ
、
恋
の
ス
ト
ツ
プ
ま
ゝ
な
ら
ぬ
」、「
シ
ネ
マ
見
ま

せ
う
か
お
茶
の
み
ま
せ
う
か
、
い
つ
そ
小
田
急
で
逃
げ
ま
せ
う
か
、
変

る
新
宿
あ
の
武
蔵
野
の
、
月
も
デ
パ
ー
ト
の
屋
根
に
出
る
」
で
あ
る（

６
）

。

歌
い
出
し
の
「
昔
恋
し
い
銀
座
の
柳
」
と
は
、
西
条
が
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
で
失
わ
れ
た
銀
座
の
柳
を
思
っ

て
書
い
た
も
の
で
あ
り（

７
）

、
震
災
か
ら
復
興
に
向
け
て
変
わ
り
ゆ
く
東
京

の
情
景
を
描
写
し
て
い
る
。

西
条
に
よ
れ
ば
、「
自
分
の
観
た
近
代
東
京
の
単
な
る
戯
画
化
」
と

し
て
描
い
た
と
い
う（

８
）

。
だ
が
八
月
、
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
（
日
本
放
送
協
会
東
京

放
送
局
）の
ラ
ジ
オ
放
送
に
お
い
て
作
家
の
伊
庭
孝
が
、「
東
京
行
進
曲
」

に
つ
い
て
批
判
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ヒ
ッ
ト
曲
「
東
京
行
進
曲
」
の
賛

否
を
め
ぐ
る
論
争
が
は
じ
ま
る
。さ
ら
に
伊
庭
は
東
京
朝
日
新
聞
に「
軟

弱
・
悪
趣
味
の
現
代
民
謡
」
と
題
す
る
公
開
状
を
寄
せ
、「
東
京
行
進
曲
」

の
よ
う
な
「
民
衆
の
趣
味
の
堕
落
」
さ
せ
る
流
行
歌
が
作
ら
れ
る
こ
と

を
批
判
し
て
い
る（

９
）

。
ラ
ジ
オ
放
送
で
批
判
を
知
っ
た
西
条
は
、
公
開
状

と
同
じ
紙
面
に
お
い
て
「
民
謡
の
生
命
は
大
衆
が
口
に
す
る
と
こ
ろ
に

存
す
る
。
僕
の
東
京
行
進
曲
が
流
行
し
、
そ
れ
が
癪
に
さ
は
る
な
ら
、

そ
れ
を
好
ん
で
う
た
う
大
衆
を
責
め
る
が
い
い
」
と
反
論
し（

（1
（

、
大
衆
に

支
持
さ
れ
な
い
詩
の
無
意
味
な
こ
と
を
主
張
し
た
。

両
者
の
議
論
に
対
す
る
賛
否
は
、
読
売
新
聞
紙
上
の
「
流
行
歌
曲
の

廃
頽
性
」
と
い
う
項
目
で
、
詩
人
の
川
路
柳
虹
お
よ
び
中
野
重
治
、
作

詞
や
作
曲
も
行
う
音
楽
評
論
家
の
堀
内
敬
三
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
。

各
者
と
も
西
条
を
支
持
せ
ず
、
我
国
の
歴
史
か
ら
音
楽
を
考
え
て
も
、

ま
た
西
洋
の
音
楽
か
ら
鑑
み
て
も
、
流
行
歌
は
低
俗
な
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
批
判
を
加
え
る
こ
と
は
な
い
と
、
突
き
放
し
た
意
見
で
あ
っ

た（
（1
（

。
ま
た
詩
人
の
室
生
犀
星
は
報
知
新
聞
紙
上
で
「
か
う
も
詩
を
弄
ん

で
ゐ
る
も
の
も
あ
る
か
と
軽
蔑
し
た
」
と
書
い
て
い
た
が
、
そ
の
意
見

に
詩
人
の
白
鳥
省
吾
は
「
反
省
を
全
く
せ
ず
こ
れ
を
時
代
相
の
俗
悪
に

帰
し
た
西
条
八
十
の
押
し
の
強
さ
に
呆
れ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
賛
同
し

て
い
る（

（1
（

。
当
時
の
詩
人
の
間
で
流
行
歌
の
作
詞
を
す
る
こ
と
は
批
判
の

対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
東
京
行
進
曲
」
は
、
小
説
お
よ
び
映
画
を
意
識
し
て
お
り
、
東
京

復
興
の
歌
で
は
な
か
っ
た
点
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ
ル
は
「
映
画
小
唄
」
と
記
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、

大
衆
か
ら
は
流
行
歌
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
当
時
の
教
育
者
の
流
行
歌

に
対
す
る
評
価
は
低
か
っ
た
。
昭
和
四
年
十
月
二
十
一
日
、
東
京
市
の

教
育
委
員
会
は
、
日
比
谷
公
会
堂
で
「
俗
悪
な
流
行
歌
征
伐
」
の
「
教

化
総
動
員
」
を
提
唱
す
る
大
演
説
会
を
開
き
、
こ
れ
に
参
加
す
る
全
市

婦
人
団
体
は
十
四
日
に
商
工
奨
励
館
で
「
俗
悪
歌
詞
の
禁
止
、
レ
コ
ー

ド
の
発
売
方
の
禁
止
を
陳
情
す
る
」
こ
と
を
協
議
し
て
い
る（

（1
（

。
東
京
市

教
育
局
は
、
小
学
児
童
が
流
行
歌
を
放
歌
す
る
事
由
を
、「
無
味
で
か

た
く
な
な
」文
部
省
唱
歌
よ
り
も「
歌
ひ
易
い
」か
ら
だ
と
判
断
し
た
。

「
卑
し
い
歌
の
流
行
」
を
「
小
学
校
庭
か
ら
駆
逐
」
す
る
た
め
、
文
部

省
も
「
国
民
の
歌
」
を
公
募
し
て
小
学
唱
歌
の
見
直
し
を
図
る
。
ま
た

東
京
市
の
石
堀
青
山
小
学
校
長
は
、
巡
査
の
力
を
借
り
て
、
流
行
歌
を

放
歌
す
る
登
下
校
中
の
学
生
を
見
つ
け
た
ら
、
禁
止
す
る
よ
う
取
締
っ

て
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
東
京
市
の
淡
路
小
学
校
で
は
、
昭
和
五
年

六
月
二
十
三
日
か
ら
六
日
間
、
市
民
夜
間
音
楽
講
習
会
を
開
催
し
、
市

社
会
教
育
課
は
「
正
し
い
音
楽
」
で
「
俗
歌
退
治
」
を
試
み
る
。
そ
し

て
昭
和
六
年
六
月
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
か
ら
使
用
さ
れ
て
き

た
小
学
唱
歌
本
の
改
訂
が
決
ま
り
、
こ
れ
で
「
俗
悪
な
流
行
歌
も
自
然

駆
逐
さ
れ
る
事
に
な
ら
う
と
」
教
育
関
係
者
は
期
待
し
た（

（1
（

。
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大
正
十
四
年
七
月
十
二
日
に
本
放
送
を
開
始
し
た
ラ
ジ
オ
放
送
は
、

従
来
の
新
聞
や
雑
誌
と
は
異
な
る
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
注
目
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
「
東
京
行
進
曲
」
が
流
れ
る
の
は
稀

で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
博
物
館
に
は
当
時
の
放
送
内
容
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
「
番
組
確
定
表
」
が
現
存
す
る
。
年
間
日
々
の
そ
れ
を
見
て

い
く
と
、「
東
京
行
進
曲
」
の
放
送
は
、
昭
和
四
年
六
月
十
五
日
に
二

村
定
一
が
独
唱
し
た
の
と
、
十
月
一
日
に
管
弦
楽
が
演
奏
し
た
と
き
に

限
ら
れ
る（

（1
（

。
だ
が
、
二
村
の
独
唱
に
つ
い
て
は
、
前
日
に
な
っ
て
放
送

予
定
を
中
止
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
男
女
が
浅
草
で
逢
引
き
し
、

小
田
急
電
鉄
で
駆
け
落
ち
す
る
と
い
う
詞
の
内
容
が
不
謹
慎
で
あ
る
と

判
断
し
た
こ
と
に
よ
る（

（1
（

。

そ
も
そ
も
日
本
放
送
協
会
の
初
代
放
送
部
長
の
服
部
愿
夫
は
レ
コ
ー

ド
会
社
と
は
距
離
を
置
き
、「
缶
詰
（
筆
者
註
：
レ
コ
ー
ド
）
は
売
ら
ん
」

と
い
う
方
針
を
取
り（

（1
（

、
流
行
歌
の
演
奏
に
も
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。

レ
コ
ー
ド
会
社
は
、
放
送
局
の
設
立
が
レ
コ
ー
ド
の
売
れ
行
き
を
左
右

す
る
も
の
と
脅
威
に
思
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
右
の
方
針
は
僥
倖
と
い

え
た
が
、
そ
う
し
た
放
送
局
の
基
本
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
文

学
者
お
よ
び
教
育
者
か
ら
批
判
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
流
行
歌
は
低

俗
な
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。

関
東
大
震
災
か
ら
八
年
を
経
た
昭
和
七
年
に
東
京
復
興
は
実
現
し

た
。
同
年
に
は
、
流
行
歌
「
銀
座
の
柳
」（
作
詞
西
条
八
十
、
作
曲
中

山
晋
平
）
が
発
売
さ
れ
て
い
る
。
作
詞
作
曲
は
「
東
京
行
進
曲
」
と
同

じ
西
条
と
中
山
の
コ
ン
ビ
で
、
声
楽
家
出
身
の
四
家
文
子
が
歌
っ
た
。

東
京
復
興
に
相
応
し
く
、「
植
ゑ
て
う
れ
し
い
、
銀
座
の
柳
、
江
戸
の

名
残
り
の
、
う
す
み
ど
り
、
吹
け
よ
春
風
、
紅
傘
日
傘
、
今
日
も
く
る

く
る
、
人
通
り
」、「
恋
は
く
れ
な
ゐ
、
柳
は
緑
、
染
め
る
都
の
、
春
模

様
、
銀
座
う
れ
し
や
、
柳
が
招
く
、
ま
ね
く
昭
和
の
、
人
通
り
」
と（

（2
（

、

柳
が
復
活
し
た
銀
座
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
ラ
ジ
オ
で
「
銀
座
の

柳
」
が
流
れ
た
の
は
、
三
月
二
十
七
日
に
「
銀
座
柳
復
興
祭
」
と
い
う

番
組
名
で
、
四
家
が
「
東
京
行
進
曲
」
と
と
も
に
歌
っ
た
一
回
し
か
な

い
。
同
年
十
一
月
五
日
の
「
大
東
京
の
時
間
」
で
は
久
し
ぶ
り
に
「
東

京
行
進
曲
」は
流
れ
る
も
の
の（

（2
（

、「
銀
座
の
柳
」は
選
曲
さ
れ
な
か
っ
た
。

レ
コ
ー
ド
会
社
独
自
の
宣
伝
力
に
よ
っ
て
「
東
京
行
進
曲
」
と
「
銀

座
の
柳
」
は
ヒ
ッ
ト
盤
と
な
っ
た
が
、
ラ
ジ
オ
で
は
前
者
は
三
回
、
後

者
は
一
回
し
か
流
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
「
東
京
行
進
曲
」
は
関
東
大

震
災
後
の
東
京
復
興
に
向
け
た
「
東
京
」
か
ら
「
大
東
京
」
へ
の
風
俗

変
化
を
描
写
し
て
い
た
が
、
文
学
界
や
教
育
界
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
は
「
東
京
行
進
曲
」
が
東
京
復
興
の
歌
で
は
な

く
、
小
説
お
よ
び
映
画
の
影
響
を
受
け
て
作
製
さ
れ
た
流
行
歌
の
要
素

が
強
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で「
東
京
行
進
曲
」の
大
ヒ
ッ

ト
は
、
レ
コ
ー
ド
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
示
唆
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
影
響
力
が
あ
る
た
め
「
東
京
行
進
曲
」
に
対
す
る
批
判
的
な

反
響
も
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、次
章
で
述
べ
る
「
銀
座
の
柳
」

と
同
じ
年
に
作
製
さ
れ
た
「
丸
の
内
音
頭
」
に
対
す
る
反
応
は
違
っ
た

も
の
と
な
る
。

二
　
丸
の
内
音
頭
と
東
京
音
頭

丸
の
内
飲
食
業
組
合
に
所
属
す
る
日
比
谷
「
松
本
楼
」
の
小
坂
光
雄

は
、
組
合
員
で
あ
る
「
更
科
」
の
藤
村
源
三
郎
、「
富
可
川
」
の
井
上

忠
次
郎
、「
都
亭
」
の
岩
佐
善
三
郎
、「
並
木
」
の
森
平
四
郎
と
、
朝
風

呂
で
顔
を
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
地
方
で
は
ね
、
よ
く
盆
踊
り
っ
て
い

う
の
が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
都
会
に
は
盆
踊
り
っ
て
い
う
の
は
な

い
」、「
な
ん
か
人
心
に
一
つ
の
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
で
す
ね
、
雰
囲
気

を
盛
り
起
こ
し
ち
ゃ
ど
う
か
」
と
、「
丸
の
内
音
頭
」
の
企
画
を
提
案

し
た
。
小
坂
に
よ
れ
ば
「
当
時
は
、
非
常
な
緊
縮
政
策
で
不
景
気
の
風
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が
吹
い
て
お
り
」、
組
合
員
の
間
で
は
「
東
京
に
な
ん
と
か
不
景
気
風

を
吹
き
と
ば
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
」
と
相
談
し
て
い
た
と
い
う（

（2
（

。

つ
ま
り
「
丸
の
内
音
頭
」
は
東
京
の
経
済
振
興
を
企
図
し
た
も
の
で

あ
り
、
と
り
わ
け
彼
ら
が
経
営
す
る
店
の
あ
る
有
楽
町
か
ら
日
比
谷
に

多
く
の
人
を
集
め
よ
う
と
の
狙
い
が
あ
っ
た
。
右
の
う
ち
井
上
は
、
カ

ル
ピ
ス
の
社
長
三
島
海
雲
を
介
し
て
西
条
八
十
を
知
っ
て
い
た（

（2
（

。
ま
た

藤
村
の
娘
が
舞
踊
家
の
花
柳
寿
美
の
内
弟
子
で
あ
り
、
藤
村
が
彼
女
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
「
そ
れ
な
ら
ば
ビ
ク
タ
ー
に
お
頼
み
な
さ
い
」
と
勧

め
ら
れ
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
流
れ
か
ら
小
坂
と
藤
村
は
、
ビ
ク
タ
ー
文
芸

部
長
の
岡
庄
五
に
音
頭
の
作
製
を
依
頼
し
た
。
こ
の
企
画
に
乗
り
気
と

な
っ
た
岡
は
、
作
詞
を
西
条
八
十
、
作
曲
を
中
山
晋
平
と
決
め
た（

（2
（

。
音

頭
物
と
あ
っ
て
声
楽
家
で
は
な
く
、
日
本
橋
葭
町
の
芸
者
で
あ
っ
た
花

柳
界
出
身
の
藤
本
二
三
吉
（
当
時
は
葭
町
二
三
吉
）
と
、
民
謡
歌
手
の

三
島
一
声
が
そ
れ
ぞ
れ
吹
き
込
ん
だ
。

全
十
一
番
（
レ
コ
ー
ド
で
は
全
九
番
）
の
う
ち
主
な
歌
詞
を
挙
げ
れ

ば
、「
ハ
ア
踊
り
を
ど
る
な
ら
、
ま
る
く
な
つ
て
踊
れ
、
ヨ
イ
〳
〵
、

を
ど
り
や
こ
こ
ろ
も
、
ソ
イ
、
を
ど
り
や
こ
こ
ろ
も
、
丸
の
内
、
サ
テ
、

ヤ
ッ
ト
ナ
ソ
レ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
、
〳
〵
」（
以
下
囃
子
略
）、「
揃
ふ
た

揃
ふ
た
よ
、
踊
子
の
手
ぶ
り
、
ビ
ル
の
窓
ほ
ど
、
ビ
ル
の
窓
ほ
ど
よ
う

揃
ふ
た
」、「
大
手
う
れ
し
く
、
顔
三
宅
坂
、
ほ
ん
に
お
ま
へ
は
、
ほ
ん

に
お
ま
へ
は
、
数
寄
屋
橋
」、「
お
ら
が
丸
之
内
、
東
京
の
波
止
場
、
雁

と
燕
の
、
雁
と
燕
の
、
上
り
下
り
」
と
な
る（

（2
（

。
東
京
の
な
か
で
も
銀
座

や
上
野
な
ど
に
は
触
れ
ず
、
日
比
谷
を
中
心
と
し
た
丸
の
内
界
隈
に

限
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
う
し
て
「
丸
の
内
音
頭
」
が
仕
上
が
る
と
、
丸
の
内
音
頭
会
長
に

就
任
し
た
藤
村
源
三
郎
が
、
警
視
庁
保
安
部
に
日
比
谷
公
園
で
の
盆
踊

り
許
可
願
い
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
八
月
六

日
に
許
可
さ
れ
、
同
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
開
催
が
決
ま
っ

た（
（2
（

。
丸
の
内
飲
食
店
組
合
の
主
催
で
開
か
れ
た
日
比
谷
公
園
の
「
丸
の

内
音
頭
踊
り
」
は
、
午
後
七
時
か
ら
十
時
ま
で
と
し
、
揃
い
の
浴
衣
さ

え
用
意
す
れ
ば
誰
で
も
踊
り
に
参
加
で
き
た（

（2
（

。「
丸
の
内
音
頭
」
は
、

八
月
十
八
日
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
初
め
て
全
国
に
流
れ
た（

（2
（

。

「
丸
の
内
音
頭
踊
り
」は
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
よ
う
で
あ
り
、

翌
年
も
昭
和
八
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
一
週
間
、
日
比
谷
公
園
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。
開
催
時
刻
を
午
後
六
時
か
ら
十
時
ま
で
と
、
前
年
よ
り

も
踊
る
時
間
を
多
く
し
た
。「
丸
の
内
音
頭
踊
り
」
を
「
大
賑
ひ
」
と

報
じ
る
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
広
場
中
央
に
は
三
階
建
の
櫓
を
造
り
、

「
二
階
で
踊
る
お
下
げ
乙
女
の
振
袖
が
渡
る
凉
風
に
ヒ
ラ
リ
と
舞
へ
ば
、

凉
を
追
ひ
が
て
ら
集
ま
つ
た
丸
の
内
人
士
の
胸
も
す
が
〳
〵
し
い
」
と

い
う（

（3
（

。
そ
し
て
八
月
十
九
日
、日
比
谷
新
音
楽
堂
で
都
新
聞
主
催
の「
民

謡
を
ど
り
大
会
」
が
開
か
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
丸
の
内
音
頭
会
に
よ
る

「
丸
の
内
音
頭
」
が
入
っ
て
い
た（

（3
（

。
丸
の
内
音
頭
会
の
会
員
数
は
僅
か

一
年
の
間
で
千
五
百
名
に
増
え
て
い
る
か
ら（

（3
（

、「
丸
の
内
音
頭
」
の
人

気
の
高
さ
が
見
て
取
れ
る
。

「
丸
の
内
音
頭
」
の
人
気
を
感
じ
た
ビ
ク
タ
ー
は
、
そ
れ
を
全
国
的

に
流
行
さ
せ
る
た
め
、
昭
和
八
年
七
月
「
東
京
音
頭
」
と
改
題
し
て
発

売
す
る
。
依
頼
盤
の
「
丸
の
内
音
頭
」
は
販
売
枚
数
が
少
な
く
、
詞
の

内
容
も
「
丸
の
内
」
界
隈
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
企
画
盤

の
「
東
京
音
頭
」
は
、
全
国
の
レ
コ
ー
ド
店
で
販
売
さ
れ
、
詞
の
内
容

は
東
京
の
繁
華
街
を
描
写
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
作
詞
の
西
条
八
十
と

作
曲
の
中
山
晋
平
は
「
丸
の
内
音
頭
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
歌
は
コ
ロ

ム
ビ
ア
に
移
籍
し
た
二
三
吉
に
代
わ
っ
て
葭
町
の
芸
者
出
身
で
あ
る
小

唄
勝
太
郎
と
、
三
島
一
声
が
吹
き
込
ん
だ
。

全
十
番
の
う
ち
主
な
歌
詞
を
挙
げ
れ
ば
、「
ハ
ア
踊
り
踊
る
な
ら
、

チ
ョ
イ
ト
東
京
音
頭
、
ヨ
イ
〳
〵
、
花
の
都
の
、
花
の
都
の
真
中
で
、

サ
テ
、
ヤ
ー
ト
ナ
、
ソ
レ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
、
〳
〵
」（
以
下
囃
子
略
）、



『商学研究』第31号─ 123（6）─

「
花
は
上
野
よ
、
柳
は
銀
座
、
月
は
隅
田
の
、
月
は
隅
田
の
屋
形
船
」、

「
君
と
臣
と
の
、
千
歳
の
契
り
、
結
ぶ
都
の
、
結
ぶ
都
の
二
重
橋
」、「
昔

や
武
蔵
野
、
芒
の
都
、
今
は
ネ
オ
ン
の
、
今
は
ネ
オ
ン
の
灯
の
都
」、「
寄

せ
て
返
し
て
、
返
し
て
寄
せ
る
、
東
京
繁
盛
の
、
東
京
繁
盛
の
人
の
波
」

で
あ
る（

（3
（

。「
丸
の
内
音
頭
」
の
丸
の
内
界
隈
を
残
し
な
が
ら
も
、
銀
座

や
上
野
と
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

西
条
は
「
花
は
上
野
」
や
「
柳
は
銀
座
」
な
ど
、
東
京
の
見
ど
こ
ろ

を
短
い
字
数
の
な
か
に
上
手
く
入
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
「
東

京
繁
盛
の
人
の
波
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
「
東
京
行

進
曲
」
や
「
銀
座
の
柳
」
に
は
な
か
っ
た
詞
で
あ
る
。
昭
和
七
年
十
月

一
日
、
東
京
市
は
五
郡
八
十
二
町
村
を
合
併
し
、
従
来
の
十
五
区
か
ら

三
十
五
区
に
拡
大
編
成
さ
れ
、
人
口
五
百
二
十
八
万
人
を
有
す
る
世
界

第
二
位
の
都
市
と
な
っ
た（

（3
（

。
関
東
大
震
災
で
壊
滅
し
た
東
京
は
、
千
代

田
区
を
中
心
と
し
て
再
生
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
期
と
軌
を
一
に
し

て
登
場
し
た
の
が
「
丸
の
内
音
頭
」
で
あ
り
、
新
市
制
か
ら
約
一
年
を

前
に
し
て
発
売
さ
れ
た
の
が
「
東
京
音
頭
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
詞
で
い

う
「
東
京
繁
盛
の
人
の
波
」
に
相
応
し
く
、
震
災
を
経
験
し
た
人
々
に

と
っ
て
「
東
京
音
頭
」
は
東
京
復
興
お
よ
び
経
済
振
興
の
歌
と
し
て
受

容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
東
京
音
頭
」
は
東
京
に
限
ら
ず
全
国
的
に
大
ヒ
ッ
ト
と
な
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
ビ
ク
タ
ー
の
宣
伝
運
動
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ビ
ク

タ
ー
の
営
業
部
員
八
木
沢
俊
夫
に
よ
れ
ば
、
各
地
の
盆
踊
り
に
電
気
蓄

音
機
を
持
っ
て
出
張
し
、
櫓
の
上
で
踊
り
方
を
指
導
し
た
と
い
う
。
ま

た
全
国
の
レ
コ
ー
ド
店
で
も
踊
っ
て
は
「
さ
あ
、一
枚
い
か
が
で
す
か
」

と
手
売
り
を
行
っ
た
と
い
う
経
験
を
語
っ
て
い
る（

（3
（

。
八
木
沢
の
記
憶
で

は
約
百
二
三
十
万
は
売
れ
た
と
い
う
が
、
書
籍
に
よ
っ
て
四
十
五
万
枚

や
、
二
十
五
万
と
あ
っ
て
い
ず
れ
も
信
憑
性
に
欠
け
る（

（3
（

。
翌
九
年
か
ら

レ
コ
ー
ド
検
閲
を
担
当
し
た
内
務
省
警
保
局
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
十
万

枚
以
上
売
れ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い（

（3
（

。

盆
踊
り
の
時
期
を
過
ぎ
て
、秋
祭
り
を
迎
え
て
か
ら
も
「
東
京
音
頭
」

の
人
気
は
衰
え
な
か
っ
た
。
昭
和
八
年
十
月
二
日
の
御
会
式
で
は
、
池

上
本
門
寺
に
向
か
う
行
列
で
団
扇
太
鼓
を
使
い
な
が
ら
「
東
京
音
頭
」

の
合
唱
が
起
こ
っ
て
い
る（

（3
（

。
十
月
二
十
一
日
の
大
学
野
球
の
早
慶
戦
で

は
、
入
場
券
を
求
め
る
観
覧
客
が
徹
夜
で
神
宮
球
場
に
並
ん
だ
が
、「
東

京
音
頭
」で
夜
を
明
か
し
た（

（3
（

。さ
ら
に
人
気
は
東
京
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
同

年
夏
は
別
府
で
も
踊
ら
れ
、
房
州
勝
浦
方
面
は
古
い
盆
踊
が
、
こ
れ
に

圧
倒
さ
れ
て
没
落
状
態
と
な
つ
た
。
今
ま
で
盆
踊
の
存
在
し
な
か
つ
た

土
地
も
、
忽
ち
東
京
音
頭
で
踊
の
輪
が
立
つ
た
」
と（

（4
（

、
地
方
の
古
く
か

ら
の
民
謡
を
も
凌
駕
す
る
勢
い
で
あ
っ
た
。

別
府
の
レ
コ
ー
ド
店
主
江
藤
豊
南
は
、昭
和
七
年
の
夏
に
東
京
で「
丸

の
内
音
頭
」を
知
り
、そ
れ
を
地
元
で
売
り
回
っ
て
好
成
績
を
収
め
た
。

江
藤
は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
や
シ
ョ
パ
ン
を
買
い
に
来
た
客
に
も
「
丸
の

内
音
頭
」
を
紹
介
し
、
踊
り
方
を
教
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
女
性
あ

る
い
は
小
学
生
が
流
行
を
左
右
し
て
い
る
」
と
判
断
し
、
ま
ず
は
小
学

校
や
女
学
校
に
宣
伝
し
、
学
校
か
ら
家
庭
へ
と
浸
透
さ
せ
て
い
る
。
そ

の
他
、
海
水
浴
、
お
盆
、
納
涼
会
、
博
覧
会
、
運
動
会
、
学
芸
会
、
同

窓
会
な
ど
、
人
が
集
ま
る
所
で
売
り
込
ん
だ（

（4
（

。
こ
の
よ
う
な
販
売
戦
略

に
よ
り
、
別
府
で
は
翌
年
の
「
東
京
音
頭
」
の
流
行
を
受
容
で
き
る
雰

囲
気
が
整
っ
て
い
た
。

昭
和
九
年
八
月
十
一
日
に
は
、
日
比
谷
松
本
楼
に
「
丸
の
内
音
頭
」

の
企
画
者
で
あ
る
井
上
、
岩
佐
を
は
じ
め
、
各
音
頭
会
代
表
者
十
二
名

が
集
ま
り
、
都
新
聞
主
催
の
「
東
京
新
音
頭
」
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
の
翌
日
か
ら
は
日
比
谷
公
園
で
恒
例
の
「
丸
の
内
音

頭
踊
り
」
が
行
わ
れ
た
が
、「
揃
ひ
の
浴
衣
の
踊
子
五
、六
百
名
が
参
加

し
、見
物
は
三
千
人
に
も
及
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
人
気
」
で
あ
っ
た
。「
丸

の
内
音
頭
」
に
つ
い
て
は
、「
全
国
を
風
靡
し
た
東
京
音
頭
の
本
家
で
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あ
り
な
が
ら
、
聊
か
庇
を
貸
て
母
屋
を
と
ら
れ
た
形
と
な
つ
た
の
で
、

こ
の
際
『
丸
の
内
』
更
生
と
の
意
気
に
燃
え
て
」
い
た（

（4
（

。
そ
し
て
十
八

日
に
日
比
谷
新
音
楽
堂
で
開
か
れ
た
「
東
京
新
音
頭
」
で
は
、
六
団
体

に
よ
る
「
浜
町
音
頭
」「
神
田
音
頭
」「
丸
の
内
音
頭
」「
深
川
音
頭
」「
目

黒
音
頭
」「
十
二
社
音
頭
」
が
披
露
さ
れ
た
が（

（4
（

、「
丸
の
内
音
頭
」（「
東

京
音
頭
」）
が
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
が
う
か
が
え
る
。

ま
さ
に
「
丸
の
内
音
頭
」
に
も
と
づ
く
「
東
京
音
頭
」
は
、
東
京
お

よ
び
全
国
を
代
表
す
る
音
頭
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
西
条

は
「
こ
の
音
頭
が
揃
い
手
拭
、
揃
い
浴
衣
で
は
じ
め
て
踊
ら
れ
た
あ
の

日
比
谷
公
園
の
す
ず
し
い
月
の
夜
を
、
わ
た
し
は
永
く
忘
れ
な
い
で
あ

ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。

彼
は
、
こ
の
夜
の
模
様
を
関
東
大
震
災
の
一
夜
と
重
ね
て
い
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。
震
災
の
夜
、上
野
公
園
で
「
俗
曲
」
が
避
難
民
に
「
慰

楽
と
高
揚
」
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
西
条
は
、「
ど
う
せ
書

く
な
ら
、
ひ
と
つ
東
京
全
市
を
賑
や
か
に
踊
り
狂
わ
せ
る
、
た
と
え
ば

阿
波
の
阿
呆
踊
の
よ
う
な
も
の
を
書
い
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
と
回
想

す
る（

（4
（

。　
新
民
謡
「
東
京
音
頭
」
に
は
、
丸
の
内
飲
食
業
組
合
が
期
待
す
る
震

災
か
ら
復
興
す
る
東
京
の
経
済
振
興
の
目
的
と
、
西
条
が
願
っ
た
東
京

の
人
々
の
「
慰
楽
と
高
揚
」
と
い
う
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
点

は
大
東
京
の
風
俗
を
描
写
す
る
「
東
京
行
進
曲
」
や
「
銀
座
の
柳
」
と

は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
西
条
は
「
わ
た
し
の

念
願
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
、
生
れ
の
東
京
に
盆
踊
を
つ
く
る
こ
と
は
、
こ

の
『
東
京
音
頭
』
で
う
れ
し
く
果
た
さ
れ
た
。
こ
の
歌
は
お
そ
ら
く
、

わ
た
し
の
書
い
た
あ
ま
た
の
歌
謡
の
中
で
も
っ
と
も
印
象
ふ
か
い
も
の

と
し
て
作
者
の
頭
脳
に
残
る
で
あ
ろ
う
」
と
断
言
す
る（

（4
（

。

「
東
京
音
頭
」
は
、
多
く
の
人
々
に
東
京
復
興
と
経
済
振
興
と
い
う

意
識
を
感
じ
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
第
四

章
で
述
べ
る
地
方
で
「
東
京
音
頭
」
が
地
元
の
古
く
か
ら
の
民
謡
を
も

凌
駕
し
、
類
似
の
新
民
謡
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
意
味
も
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。

三
　
東
京
祭
　
―
も
う
ひ
と
つ
の
東
京
音
頭
―

「
東
京
音
頭
」
と
同
時
期
に
発
売
さ
れ
た
「
流
行
小
唄
」
に
「
東
京

祭
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
六
月
二
十
日
、
読

売
新
聞
社
は
「
大
東
京
一
周
年
を
記
念
す
る
た
め
に
、
モ
ダ
ン
東
京

の
現
実
相
を
織
り
込
ん
だ
流
行
小
唄
『
東
京
祭
』
の
懸
賞
募
集
」
を

行
っ
た
。「
東
京
祭
」
は
単
な
る
「
流
行
小
唄
」
で
は
な
く
、
東
京
復

興
に
よ
る
大
東
京
の
誕
生
を
記
念
す
べ
き
歌
と
し
て
読
売
新
聞
社
が

企
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。
六
月
二
十
六
日
の
締
切
日
ま
で
に
は
、

一
万
五
千
三
百
四
十
五
編
の
作
詞
が
寄
せ
ら
れ
た
。
審
査
員
は
、
作
詞

家
の
西
条
八
十
、
作
曲
家
の
山
田
耕
筰
と
佐
々
紅
華
、
音
楽
評
論
家
の

堀
内
敬
三
が
務
め
た
。
七
月
二
日
、
一
等
に
当
選
し
た
の
は
、
早
稲
田

大
学
で
西
条
に
師
事
し
た
門
田
ゆ
た
か
で
あ
っ
た
。
作
曲
は
当
時
新
進

気
鋭
の
作
曲
家
古
賀
政
男
に
依
頼
し
、
彼
が
専
属
契
約
を
結
ん
で
い
る

コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
か
ら
発
売
す
る
こ
と
も
決
定
し
た（

（4
（

。

門
田
が
選
ば
れ
た
の
は
西
条
の
贔
屓
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
山
田

の
「
新
し
い
感
覚
を
盛
つ
た
も
の
」、堀
内
の
「
明
朗
性
あ
る
も
の
を
」、

佐
々
の
「
作
曲
す
る
上
か
ら
考
え
て
言
葉
の
響
き
と
か
味
と
か
云
う
方

面
を
特
に
注
意
し
た
」
と
い
う
厳
正
な
審
査
結
果
に
よ
る
。
師
の
西
条

は
、
門
田
の
詞
に
対
し
て
「
大
東
京
の
伝
統
と
、
現
在
の
め
ま
ぐ
る
し

い
近
代
生
活
と
を
具
象
す
る
に
、
ふ
さ
は
し
い
新
旧
の
ヴ
オ
カ
ビ
ユ
ラ

リ
イ
を
か
な
り
自
在
に
使
用
し
て
相
当
効
果
を
あ
げ
て
ゐ
る
と
お
も

ふ
」
と
評
価
し
て
い
る（

（5
（

。

選
考
委
員
の
満
場
一
致
で
選
ば
れ
た
門
田
の
「
東
京
祭
」
は
、「
恋
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の
闇
路
の
地
下
鉄
ぬ
け
て
、
逢
ひ
に
来
ま
し
た
、
銀
座
の
柳
、
君
と
ひ

と
と
き
、
ス
ク
ラ
ム
拱
ん
で
、
行
け
ば
ネ
オ
ン
の
花
ざ
か
り
」、「
粋
な

浅
草
、
夜
ふ
け
の
月
は
、
ど
こ
か
似
て
ま
す
、
姉
御
の
櫛
に
、
モ
ダ
ン

隅
田
の
七
つ
の
橋
で
、
泣
い
て
君
待
つ
女
も
あ
ろ
」、「
あ
だ
し
仇
浪
タ

ク
シ
イ
の
波
が
、
寄
せ
て
返
し
て
新
宿
暮
れ
る
、
暮
れ
て
な
ま
め
く
酒

場
の
灯
、
大カ

レ
ッ
ジ学

ボ
ー
イ
の
お
け
さ
ぶ
し
」、「
恋
ぢ
や
急
き
や
る
な
、
環

状
線
も
、
花
の
昭
和
で
手
と
手
を
結
ぶ
、
東
京
祭
は
七
色
花
火
、
燃
え

て
日
本
の
天
照
す
」
と
い
う
四
節
か
ら
成
る（

（5
（

。
ち
な
み
に
「
東
京
祭
」

で
作
詞
家
と
し
て
評
価
さ
れ
た
門
田
は
、
こ
の
三
年
後
に
藤
山
一
郎
が

歌
っ
た
「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」（
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
発
売
）
の
作

詞
で
大
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
偶
然
の
一
致
と
は
い
え
、
こ
の
作

曲
も
古
賀
で
あ
っ
た
。

勢
い
に
乗
っ
て
い
た
古
賀
の
作
曲
は
早
か
っ
た
。
発
表
か
ら
四
日
後

の
七
月
六
日
に
は
「
東
京
祭
」
の
作
曲
完
成
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
記
事
で
古
賀
は
、第
三
節
の「
雰
囲
気
が
僕
の
感
覚
に
ピ
ン
と
来
て
、

全
体
を
こ
し
ら
へ
得
た
」
と
語
る（

（5
（

。
そ
し
て
七
月
五
日
と
六
日
の
両
日

で
「
東
京
祭
」
は
吹
き
込
ま
れ
た（

（5
（

。
Ａ
面
の
「
東
京
祭
」
は
ジ
ャ
ズ
調

の
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
で
、
当
時
人
気
歌
手
の
松
平
晃
が
歌
っ
た
。
一
方
の

Ｂ
面
の
「
東
京
祭
」
は
日
本
調
の
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
で
、
ビ
ク
タ
ー
か
ら

移
籍
し
た
藤
本
二
三
吉
が
吹
き
込
ん
だ
。
こ
の
和
洋
テ
ン
ポ
の
差
異
で

両
面
を
組
む
手
法
は
、
以
後
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
新
民
謡
の
定
番
と
な
っ
て

い
く
。

こ
う
し
て
完
成
し
た
「
東
京
祭
」
は
、
七
月
十
二
日
に
両
国
国
技
館

で
大
々
的
に
発
表
会
が
開
か
れ
た
。こ
れ
は
読
売
新
聞
社
が
主
催
の「
富

士
川
下
り
大
納
涼
会
」
の
余
興
と
し
て
設
け
ら
れ
、
午
後
六
時
か
ら
二

部
構
成
で
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
ジ
ャ
ズ
と
独
唱
が
あ
り
、
そ
の
最
後
に
「
舞

踊
東
京
祭
」
と
し
て
二
三
吉
が
歌
い
、
振
付
師
花
柳
徳
太
郎
の
門
弟
十

名
が
揃
い
の
浴
衣
で
踊
る
と
い
う
催
し
で
あ
っ
た（

（5
（

。
こ
の
前
日
に
は
日

本
橋
の
東
美
ク
ラ
ブ
に
、
古
賀
、
二
三
吉
、
花
柳
を
は
じ
め
、
東
京
都

下
全
芸
者
組
合
三
十
組
か
ら
選
抜
し
た
綺
麗
ど
こ
ろ
の
芸
者
三
百
名
が

集
ま
り
、「
東
京
祭
」
の
舞
踊
稽
古
が
行
わ
れ
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
稽
古
は
、

両
国
国
技
館
で
各
芸
者
組
合
が「
東
京
祭
」を
披
露
す
る
た
め
で
あ
り
、

七
月
二
十
日
の
深
川
連
中
を
幕
開
け
に
、
八
月
九
日
の
尾
久
連
中
ま
で

交
替
で
続
け
ら
れ
た（

（5
（

。

そ
し
て
八
月
十
九
日
の
両
国
国
技
館
の
大
納
涼
会
に
は
、「
東
京
祭
」

映
画
化
の
挨
拶
と
し
て
、
女
優
の
夏
川
静
江
が
登
場
し
て
い
る（

（5
（

。「
東

京
祭
」
映
画
化
は
七
月
十
四
日
に
は
決
定
し
て
お
り
、
映
画
会
社
日
活

の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
と
し
て
は
二
作
目
と
な
っ
た（

（5
（

。
出
演
は
夏
川
の
他

に
は
、
男
優
の
鈴
木
伝
明
が
起
用
さ
れ
た
。
無
声
映
画
で
な
い
最
新
の

ト
ー
キ
ー
は
、
新
し
い
東
京
の
姿
を
見
せ
る
に
相
応
し
い
手
法
と
い
え

る
。
映
画
「
東
京
祭
」
は
七
月
二
十
六
日
に
撮
影
が
開
始
さ
れ
、
九
月

三
十
日
に
封
切
り
と
な
っ
た
。
こ
の
間
の
八
月
三
十
日
に
は
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ

で
二
三
吉
の
「
東
京
祭
」
が
、
映
画
封
切
後
の
十
月
三
日
に
は
映
画
劇

「
東
京
祭
」
が
放
送
さ
れ
た（

（5
（

。

こ
の
よ
う
に
「
東
京
祭
」
は
、
明
治
時
代
以
来
の
メ
デ
ィ
ア
媒
体
で

あ
る
新
聞
社
が
企
画
し
、
そ
れ
に
昭
和
初
年
に
登
場
し
た
新
メ
デ
ィ
ア

で
あ
る
ト
ー
キ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
。さ
ら
に
ラ
ジ
オ
放
送
に
加
え
、

両
国
国
技
館
で
の
納
涼
会
で
も
披
露
さ
れ
た
。
だ
が
、
大
宣
伝
を
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
ヒ
ッ
ト
は
せ
ず
、
古
賀
政
男
・
松
平
晃
・
藤
本
二
三

吉
の
代
表
曲
に
も
な
ら
な
か
っ
た（

（6
（

。
皮
肉
な
結
果
は
と
も
か
く
、
大
東

京
一
周
年
の
記
念
歌
と
し
て
作
製
さ
れ
た
「
東
京
祭
」
で
重
視
す
べ
き

は
、
レ
コ
ー
ド
販
売
を
レ
コ
ー
ド
会
社
が
単
独
で
行
う
の
で
は
な
く
、

新
聞
社
と
映
画
会
社
、
さ
ら
に
ラ
ジ
オ
お
よ
び
大
劇
場
な
ど
と
連
携
を

図
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
注
目
さ
れ
れ
ば
、

ヒ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
と
い
う
相
乗
効
果
を
狙
っ
て
い
る
。
相
乗
効
果
の

な
か
に
大
東
京
の
発
展
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
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も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
連
携
す
る
手
法
は
、
次
章
で

述
べ
る
よ
う
に
各
地
の
音
頭
作
製
販
売
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

四
　
さ
く
ら
音
頭
合
戦
と
音
頭
の
増
加

「
東
京
音
頭
」
の
爆
発
的
ヒ
ッ
ト
に
刺
激
さ
れ
た
の
が
、
ビ
ク
タ
ー

の
ラ
イ
バ
ル
会
社
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
あ
る
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
、
新
聞
、

映
画
、
レ
コ
ー
ド
、
ラ
ジ
オ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
「
東
京
祭
」

を
企
画
し
た
が
、「
東
京
音
頭
」
の
よ
う
な
大
ヒ
ッ
ト
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
一
月
に

「
大
阪
音
頭
」（
作
詞
佐
藤
惣
之
助
、
作
曲
佐
々
紅
華
、
歌
藤
本
二
三
吉
）

を
発
売
す
る
。
こ
れ
は
『
夕
刊
大
阪
新
聞
』
の
企
画
を
コ
ロ
ム
ビ
ア
が

採
用
し
た
も
の
だ
が
、
東
京
に
対
す
る
対
抗
意
識
は
あ
か
ら
さ
ま
で
あ

る
。
歌
唱
の
藤
本
二
三
吉
は
「
東
京
祭
」
か
ら
の
続
投
で
あ
り
、
作
曲

の
佐
々
紅
華
は
以
後
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
新
民
謡
を
数
多
く
手
掛
け
る
こ
と

と
な
る
。
ま
た
「
丸
の
内
音
頭
」
を
歌
っ
た
二
三
吉
の
起
用
は
、
第
二

の
「
東
京
音
頭
」
を
創
出
さ
せ
よ
う
と
の
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

「
大
阪
音
頭
」
の
内
容
は
「
ハ
ア
、
花
の
大
阪
よ
い
港
、
咲
い
て
小

金
の
宝
船
、
ハ
ア
、
寄
せ
て
文
化
の
宝
船
、
サ
テ
、
ソ
ヤ
ナ
イ
カ
、
ソ
ー

ダ
ッ
セ
、
ホ
ン
ニ
、
エ
ラ
イ
コ
ッ
チ
ャ
、
ソ
ヤ
ナ
イ
カ
」
と（

（6
（

、
大
阪
の

見
ど
こ
ろ
を
短
い
詞
に
取
り
込
み
、
詞
の
半
分
を
音
頭
に
は
欠
か
せ
な

い
囃
子
に
割
い
て
い
る
の
が
分
か
る
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
作
詞
家
で

あ
っ
た
高
橋
掬
太
郎
に
よ
れ
ば
、「
全
国
的
な
評
判
は
『
東
京
音
頭
』

に
及
ば
な
か
つ
た
が
、
関
西
方
面
の
う
け
が
よ
く
、
レ
コ
ー
ド
の
成
績

は
よ
か
つ
た
。
そ
こ
で
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
、
こ
の
曲
を
使
つ
て
、
各
地
の

地
方
音
頭
を
作
る
計
画
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
ま
た
ナ
カ
ナ
カ
受

け
た
」
と
い
う（

（6
（

。
つ
ま
り
「
大
阪
音
頭
」
を
各
地
の
音
頭
に
合
う
よ
う

詞
だ
け
を
変
え
て
使
い
回
し
た
の
で
あ
る
。「
大
阪
音
頭
」
は
、「
世
間

で
歌
は
れ
た
と
い
ふ
点
で
は
東
京
音
頭
の
足
許
に
も
寄
り
つ
け
な
か
つ

た
」
が
、
十
万
枚
以
上
の
ヒ
ッ
ト
盤
と
な
っ
た（

（6
（

。

こ
の
ヒ
ッ
ト
盤
の
楽
曲
の
詞
だ
け
を
変
え
る
と
い
う
再
利
用
方
式
は

「
東
京
音
頭
」
も
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
全
国
的
な
音
頭
の
増

加
に
触
れ
る
前
に
、
昭
和
九
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
起
き
た
「
さ

く
ら
音
頭
合
戦
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
レ
コ
ー
ド
会
社
各
社
は
、
花
見

シ
ー
ズ
ン
に
音
頭
を
作
れ
ば
大
ヒ
ッ
ト
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
、
前
年

の
お
盆
に
「
東
京
音
頭
」
で
当
て
た
ビ
ク
タ
ー
に
対
抗
し
て
「
さ
く
ら

音
頭
」
の
作
製
を
企
画
し
た
。
そ
の
た
め
レ
コ
ー
ド
会
社
各
社
が
同
名

異
曲
を
作
製
す
る
競
作
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
さ
く
ら
音
頭
」
は
、
昭
和
九
年
二
月
十
日
に
ビ
ク
タ
ー
が
他
社
に

先
駆
け
て
発
売
し
た
。
作
詞
は
早
稲
田
大
学
で
西
条
に
師
事
し
た
佐
伯

孝
夫
、
作
曲
は
「
東
京
音
頭
」
の
中
山
晋
平
が
担
当
し
、「
東
京
音
頭
」

の
勝
太
郎
と
三
島
に
、
声
楽
家
出
身
の
徳
山
璉
が
吹
き
込
ん
だ
。
ビ
ク

タ
ー
は
、
二
月
十
六
日
に
時
事
新
報
社
と
提
携
し
て
日
比
谷
公
会
堂
で

「
さ
く
ら
音
頭
の
夕
」
を
開
催
し
た（

（6
（

。
ま
た
小
林
一
三
の
東
宝
劇
場
と

契
約
し
、
三
月
一
日
か
ら
「
さ
く
ら
音
頭
」
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た（

（6
（

。

さ
ら
に
映
画
会
社
の
Ｐ
Ｃ
Ｌ
が
、
人
気
女
優
伏
見
信
子
主
演
の
同
名

ト
ー
キ
ー
を
作
製
し
て
い
る（

（6
（

。

こ
れ
に
対
抗
す
る
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
「
さ
く
ら
音
頭
」
は
、
か
つ
て
西

条
を
批
判
し
た
伊
庭
孝
が
作
詞
し
、
作
曲
は
佐
々
が
担
当
し
、
花
柳
界

出
身
の
柳
橋
歌
丸
・
富
勇
、
赤
坂
小
梅
が
吹
き
込
ん
だ
。
伊
庭
に
作
詞

が
依
頼
さ
れ
た
際
に
居
合
わ
せ
た
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
作
詞
家
藤
浦
洸
に
よ

れ
ば
、伊
庭
の
邸
宅
に
佐
々
を
は
じ
め
コ
ロ
ム
ビ
ア
幹
部
た
ち
が
来
て
、

「
向
こ
う
は
多
分
西
条
先
生
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
ひ
と
つ
、

先
生
に
出
馬
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」
と
頼
ん
だ
と
い
う
。
こ
れ

に
伊
庭
は
「
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
る
な
ら
、
や
っ
て
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表１　ビクター発売の新民謡音頭一覧
曲名 発売年月 作詞 作曲 歌手 備考

1 甲州音頭 Ｓ.３.８ 野口雨情 中山晋平 甲府芸妓連 松竹「希望」
2 豊川音頭 Ｓ.５.６ 野口雨情 中山晋平 藤本二三吉 愛知県豊川市の歌
3 宇治音頭 Ｓ.５.８ 酒井良夫 中山晋平 藤本二三吉 京都府久世郡宇治町
4 大浜音頭 Ｓ.５.８ 河井酔若 藤井清水 小倉旭券梅若 愛知県三河の碧南大浜港の歌
5 関音頭 Ｓ.５.８ 野口雨情 藤井清水 小倉旭券梅若 岐阜県関市の歌
6 南蛮音頭 Ｓ.５.９ 野口雨情 藤井清水 朝居丸子 山口県宇部市
7 赤坂音頭 Ｓ.５.９ 角田重勝 大村能章 根本美津子・赤坂百々菊
8 田原音頭 Ｓ.５.12 酒井良夫 藤井清水 佐藤千夜子・奈良としや
9 昭和音頭 Ｓ.６.３ 永田秀次郎 吉田二郎 吉田二郎・根本美津子
10 花まつり音頭 Ｓ.６.６ 江崎小秋 藤井清水 徳山連・四家文子
11 米沢音頭 Ｓ.６.６ 石倉多異花選 中山晋平 藤本・米沢芸妓連 米沢新聞社特選
12 高尾音頭 Ｓ.６.７ 松村義人 香川静江 小唄勝太郎
13 荘内音頭 Ｓ.６.７ 諏訪桂山 松平信博 三島一声・小唄 山形荘内地方の歌
14 笠置音頭 Ｓ.６.７ 酒井良夫 藤井清水 藤本・小唄 奈良県笠置の歌
15 挙母音頭 Ｓ.６.９ 野口雨情 藤井清水 小唄勝太郎
16 多摩川音頭 Ｓ.６.10 松村義人 香川静江 藤本二三吉
17 日向音頭 Ｓ.６.11 野口雨情 藤井清水 小芳 宮崎県延岡市
18 大垣音頭 Ｓ.６.12 野口雨情 藤井清水 小梅
19 酒田音頭 Ｓ.６.12 広瀬充 堀内敬三 四家文子・市丸
20 日の本音頭 Ｓ.６.12 長田幹彦 中山晋平 藤本・三島一声
21 能代音頭 Ｓ.７.１ 野口雨情 中山晋平 藤本・赤坂小梅 北羽新報社と播磨時計店募集
22 丸の内音頭 Ｓ.７.８ 西条八十 中山晋平 藤本・三島 東京都丸の内町内会の委嘱
23 白根凧音頭 Ｓ.８.６ 野口雨情 中山晋平 市丸 新潟県白根市の歌
24 東京音頭 Ｓ.８.７ 西条八十 中山晋平 小唄・三島 松竹「東京音頭」
25 早柄音頭 Ｓ.８.８ 山下彬麿 松平信博 小唄勝太郎
26 吉原音頭 Ｓ.８.11 長田幹彦 松平信博 三島一声
27 鹿児島音頭 Ｓ.８.11 山下吉二 松平信博 三島一声 鹿児島新聞当選歌
28 名古屋音頭 Ｓ.８.12 長田幹彦 中山晋平 小唄勝太郎 名古屋新聞社案
29 火の国音頭 Ｓ.８.12 坂田正一郎 中山晋平 三島一声 九州新聞社当選歌
30 憮順音頭 Ｓ.８.12 西条八十 中山晋平 小唄勝太郎 満州憮順
31 寿音頭 Ｓ.９.１ 西条八十 中山晋平 小唄勝太郎
32 万歳音頭 Ｓ.９.１ 佐伯孝夫 中山晋平 三島一声
33 甲州音頭 Ｓ.９.２ 千葉冬彦 藤井清水 三島一声 山梨日日新聞社募集一等当選
34 さくら音頭 Ｓ.９.２ 佐伯孝夫 中山晋平 徳山連・三島・小唄 Ｐ.Ｃ.Ｌ映画「さくら音頭」
35 新伊勢音頭 Ｓ.９.３ 若林貞一 中山晋平 筆香 伊勢新聞社募集一等当選
36 福井音頭 Ｓ.９.４ 西条八十 中山晋平 小唄・三島

37 松原音頭 Ｓ.９.４ 西条八十・
江尻梢人 中山晋平 小唄勝太郎 茨城県高萩市の歌

38 大師音頭 Ｓ.９.４ 長田幹彦 中山晋平 小唄・三島
39 いろは音頭 Ｓ.９.４ 西条八十 中山晋平 平山美代子・高山得子
40 南部音頭 Ｓ.９.４ 野口雨情 藤井清水 三島一声 岩手日報社特編
41 長崎音頭 Ｓ.９.４ 西条八十 中山晋平 小唄勝太郎
42 火華音頭 Ｓ.９.４ 藤本浩一 松平信博 徳山連 兵庫県工場課選
43 京音頭 Ｓ.９.５ 長田幹彦 中山晋平 小唄・三島 松竹蒲田「祇園囃子」
44 日満音頭 Ｓ.９.５ 西条八十 中山晋平 小唄・三島 亜細亜劇協会制定
45 満州音頭 Ｓ.９.５ 西条八十 中山晋平 小唄・三島 東京音頭替歌
46 大漁音頭 Ｓ.９.５ 西条八十 松平信博 小唄・藤山一郎・徳山
47 黒船音頭 Ｓ.９.６ 西条八十 中山晋平 小唄勝太郎
48 大島音頭 Ｓ.９.６ 長田幹彦 松平信博 三島一声
49 新宿音頭 Ｓ.９.７ 西条八十 中山晋平 小唄勝太郎
50 別府音頭 Ｓ.９.７ 西条八十 中山晋平 小唄・島村武男
51 佐世保音頭 Ｓ.９.７ 西条八十 中山晋平 市丸・三島
52 北信濃音頭 Ｓ.９.８ 時雨音羽 中山晋平 小唄・三島

53 お杉音頭 Ｓ.９.８ 時雨音羽 中山晋平 小唄・三島 秋田県能代港町能代営林署と木材業
者の委嘱
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54 佐賀音頭 Ｓ.９.８ 長田幹彦 松平信博 筆香
55 四日市音頭 Ｓ.９.９ 西条八十 佐々木俊一 小唄・三島
56 伊賀上野音頭 Ｓ.９.９ 西条八十 佐々木俊一 三島一声

57 白浜温泉音頭 Ｓ.９.９ 壇上明宏、
（補）西条八十 中山晋平 小唄・三島 紀伊新報社募集当選

58 北海道音頭 Ｓ.９.10 西条八十 中山晋平 小唄・三島 東京音頭替歌
59 東北音頭 Ｓ.９.10 西条八十 中山晋平 小唄・三島 東京音頭替歌
60 東海音頭 Ｓ.９.10 西条八十 中山晋平 小唄・三島 東京音頭替歌
61 中国音頭 Ｓ.９.10 西条八十 中山晋平 小唄・三島 東京音頭替歌
62 四国音頭 Ｓ.９.10 西条八十 中山晋平 小唄・三島 東京音頭替歌
63 九州音頭 Ｓ.９.10 西条八十 中山晋平 小唄・三島 東京音頭替歌
64 台湾音頭 Ｓ.９.10 西条八十 中山晋平 小唄・三島 東京音頭替歌
65 瀬戸内海音頭 Ｓ.９.10 西条八十 中山晋平 小唄・三島 中国民報社編
66 プロペラ音頭 Ｓ.９.10 前川真澄 中山晋平 市丸・三島 国立公園熊野協会選定
67 福島音頭 Ｓ.９.10 北原白秋 中山晋平 三島一声 福島民報社編
68 朝鮮音頭 Ｓ.９.10 西条八十 中山晋平 小唄・三島 東京音頭替歌
69 豊橋音頭 Ｓ.９.12 西条八十 中山晋平 小唄勝太郎
70 蒲郡音頭 Ｓ.９.12 西条八十 中山晋平 小唄・三島
71 北陸音頭 Ｓ.９.12 西条八十 中山晋平 小唄・三島 東京音頭替歌
72 有馬音頭 Ｓ.10.１ 西条八十 中山晋平 小唄・三島
73 行田音頭 Ｓ.10.４ 西条八十 中山晋平 小唄・三島 埼玉県行田市の歌
74 若柳音頭 Ｓ.10.５ 白鳥省吾 佐々木俊一 市丸・三島
75 軍艦音頭 Ｓ.10.７ 長田幹彦 鈴木静一 三島一声
76 アメリカ音頭 Ｓ.10.８ 西条八十 中山晋平 小唄・三島 アメリカ独立祭
77 羅府音頭 Ｓ.10.８ 西条八十 中山晋平 小唄・三島 アメリカ独立祭
78 山梨観光音頭 Ｓ.10.８ 記載なし 坂口五郎 小野巡 甲府観光協会選歌
79 軽井沢音頭 Ｓ.10.９ 西条八十 中山晋平 小唄勝太郎
80 富士登山音頭 Ｓ.10.９ 富原薫 中山晋平 小唄・久富吉晴
81 新潟みなと音頭 Ｓ.10.９ 内山松頼 内山松頼 小野巡 新潟観光協会制定
82 流線音頭 Ｓ.10.９ 佐伯孝夫 中山晋平 小唄・三島

83 せんきょ音頭
（選挙粛正の歌） Ｓ.10.11 記載なし 中山晋平 小唄・三島・藤山 内務省選挙粛正中央連盟推薦

84 淡路一宮音頭 Ｓ.11.２ 川路柳紅 中山晋平 市丸・三島
85 スキー音頭 Ｓ.11.３ 中村八斗 中山晋平 小唄・三島 高田日報当選歌

86 うかれ音頭 Ｓ.11.４ 文芸部 佐々木俊一 小唄・市丸・小野・徳山・
藤山

87 慶応音頭 Ｓ.11.５ 松下正二 増永丈夫 藤山・徳
88 秩父音頭 Ｓ.11.７ 若杉雄三郎 村越国保編 小野巡
89 汎太博名古屋音頭 Ｓ.12.３ 佐伯孝夫 中山晋平 小唄・久富吉晴 新愛知新聞社編

90 能登音頭 Ｓ.12.６ 高見吉太郎、
（補）若杉雄三郎 細田義勝 小唄・徳山連

91 神風音頭 Ｓ.12.７ 飯塚飛雄太郎 中山晋平 市丸・小唄・徳山 「神風」亜欧記録飛行記念
92 万博音頭 Ｓ.13.６ 藪内喜一郎 細田義勝 小唄・鈴木正夫・篠崎純 日本万国博覧会選
93 愛国音頭 Ｓ.13.７ 若杉雄三郎 深海善次 市丸・徳山連
94 大和音頭 Ｓ.14.４ 記載なし 記載なし 京都祇園甲部芸妓連
95 太平洋音頭 Ｓ.14.８ 東辰三 東辰三 小唄・鈴木
96 初春音頭 Ｓ.15.１ 宮本吉次 鳴瀬純平 鈴木・山本麗子
97 舞鶴音頭 Ｓ.15.２ 渡辺昌太郎 中山晋平 小唄・鈴木 京都府舞鶴市
98 建国音頭 Ｓ.15.３ 若杉雄三郎 中山晋平 小唄・市丸・楠木繁夫 日本文化中央連盟制定
99 アジア音頭 Ｓ.15.５ 佐藤惣之助 中山晋平 市丸・三島
100 産報音頭 Ｓ.17.３ 成田定義 中山晋平 小唄・一色晧一郎
101 大漁音頭 Ｓ.17.11 佐伯孝夫 佐々木俊一 小唄・鈴木正夫

102 増産音頭 Ｓ.18.５ 産業報国会 中山晋平 小唄・浪岡惣一郎・市丸・
鈴木・山本 朝日入選歌、大日本産業報国会制定

福田俊二・加藤正義編『昭和流行歌総覧―戦前・戦中編―』（柘植書房、1994年）から作成。
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表２　コロムビアの新民謡音頭一覧
曲名 発売年月 作詞 作曲 歌手 備考

1 川中島音頭 Ｓ.４.１ 北原白秋 町田嘉章 信州篠ノ井芸妓連中
2 島田音頭 Ｓ.４.10 北原白秋 町田嘉章 島田芸妓連中
3 沼津音頭 Ｓ.４.７ 沼津芸妓連中
4 犬山音頭 Ｓ.４.９ 犬山花券番相生連
5 桃太郎音頭 Ｓ.４.９ 犬山花券番相生連
6 妙義音頭 Ｓ.４.11 久保田宵二 藤井清水 新富町明子
7 佐原音頭 Ｓ.４.11 杵屋佐吉 佐原芸妓連中
8 半田音頭 Ｓ.５.２ 井手薫雨 稀音家政二郎 半田芸妓連
9 浜松音頭 Ｓ.５.３ 町田嘉章 藤本二三吉
10 雲仙音頭 Ｓ.５.３ 西岡水朗 杉山長谷夫 藤本二三吉
11 多摩川音頭 Ｓ.５.４ 北原白秋 町田嘉章 藤本二三吉
12 岡山音頭 Ｓ.５.７ 早蕨岡主人 杉山長谷夫 奥山貞子
13 川崎音頭 Ｓ.５.７ 佐藤惣之助 町田嘉章 章子・銀子
14 名古屋音頭 Ｓ.５.９ 関本とめ子 松浦まこと 曽我直子、佐藤貞子 名古屋市電気局募集歌
15 鎌倉音頭 Ｓ.５.10 久米正雄 町田嘉章 章子・銀子
16 越ヶ谷音頭 Ｓ.６.１ 弘田知秋 町田嘉章 章子・銀子
17 蒲田音頭 Ｓ.６.２ 田村西男 町田嘉章 二村定一、章子・銀子
18 葭町音頭 Ｓ.６.２ 時雨音羽 杵屋栄蔵 天野喜久代・葭町芸妓連
19 身延音頭 Ｓ.６.４ 結城玉容 町田嘉章 二村定一、章子・銀子
20 隅田音頭 Ｓ.６.５ 久保田金僊 杵屋佐代 向島芸妓連
21 養老音頭 Ｓ.６.９ 岩間純 山崎祐康 朝居丸子
22 長岡音頭 Ｓ.６.９ 相馬御風 松井千稔 黒田進、堀江廓繁代
23 富士川音頭 Ｓ.６.10 平賀月兎 平賀月兎 甲府芸妓連
24 玉淀音頭 Ｓ.６.11 金子虹 佐々紅華 朝居丸子
25 お吉音頭 Ｓ.６.12 村松春水 塩井豊 日本橋鶴次
26 宮崎音頭 Ｓ.６.12 万玉、成駒
27 加賀音頭 Ｓ.６.12 小島三徳 佐々紅華 小芳 北陸毎日新聞募集歌
28 富山音頭 Ｓ.７.１ 松原興史 高階哲夫 丸山和歌子
29 三崎音頭 Ｓ.７.２ 飯塚羚子 沢田正一 寿才三、丸山
30 南部火消音頭 Ｓ.７.４ 佐藤行人 武田忠一郎 丸山和歌子 岩手消防議会推薦、岩手県保安課選
31 次郎長音頭 Ｓ.７.８ 野口雨情 藤井清水 江尻見番芸妓連
32 港音頭 Ｓ.８.２ 懸賞募集歌 藤井吉次郎 三島一声、新橋小多美 懸賞募集歌
33 塩釜音頭 Ｓ.８.４ 白鳥省吾 大村能章 正木千恵子
34 長井音頭 Ｓ.８.８ 里宇春耕 大村能章 分山田和香 山形新聞当選歌
35 静岡音頭 Ｓ.８.10 若杉雄三郎 大村能章 赤坂小梅、淡谷のり子
36 前橋新音頭 Ｓ.８.10 村山清益 森儀八郎 赤坂小梅
37 新門司音頭 Ｓ.８.11 門司音頭会員 山田竜太郎 分山田和香
38 深川音頭 Ｓ.８.12 小川花仏 福田蘭童 桜子、淡谷のり子
39 大阪音頭 Ｓ.８.12 佐藤惣之助 佐々紅華 藤本二三吉
40 神奈川音頭 Ｓ.８.12 福岡静思 佐々紅華 藤本二三吉
41 新潟音頭 Ｓ.９.１ 相馬泰三 佐々紅華 千代菊・はじめ、藤本 新潟市推薦
42 一宮音頭 Ｓ.９.１ 稲垣満一郎 早川弥左衛門 中野忠晴 一宮観光協会、中部日本新聞社当選歌
43 昭和音頭 Ｓ.９.１ 佐藤惣之助 佐々紅華 藤本二三吉
44 広島音頭 Ｓ.９.２ 重光毅雄 佐々紅華 藤本二三吉 大毎広島販売所当選歌
45 呉音頭 Ｓ.９.２ 佐藤惣之助 佐々紅華 赤坂小梅
46 遠州音頭 Ｓ.９.２ 若杉雄三郎 佐々紅華 藤本二三吉 駿遠日報社推薦
47 北海音頭 Ｓ.９.２ 時雨音羽 佐々紅華 藤本、赤坂・筑波一郎
48 仙台音頭 Ｓ.９.２ 高橋掬太郎 佐々紅華 藤本二三吉 河北新報推薦
49 宮城音頭 Ｓ.９.２ 高橋掬太郎 佐々紅華 赤坂・筑波
50 福島音頭 Ｓ.９.２ 野村俊夫 佐々紅華 藤本、赤坂・筑波 福島民報推薦
51 山形音頭 Ｓ.９.２ 吉尾薄鳥 佐々紅華 藤本、赤坂・筑波 山形新聞制定
52 青森港音頭 Ｓ.９.２ 竹内俊吉 佐々紅華 藤本二三吉
53 津軽音頭 Ｓ.９.２ 竹内俊吉 佐々紅華 赤坂・筑波
54 盛岡音頭 Ｓ.９.２ 北島喜代志 佐々紅華 藤本二三吉 岩手日報推薦
55 岩手音頭 Ｓ.９.２ 高橋掬太郎 佐々紅華 赤坂・筑波
56 新秋田音頭 Ｓ.９.２ 佐藤惣之助 佐々紅華 藤本、赤坂・筑波 秋田魁新聞推薦
57 奉天音頭 Ｓ.９.２ 野地耕作 佐々紅華 藤本二三吉
58 樺太音頭 Ｓ.９.３ 時雨音羽 佐々紅華 藤本、赤坂・筑波一郎
59 花見音頭 Ｓ.９.３ 久保田宵二 大村能章 分山田和香
60 台湾音頭 Ｓ.９.３ 山口充一 佐々紅華 藤本二三吉 台湾日日新報社
61 台北音頭 Ｓ.９.３ 山口充一 佐々紅華 赤坂・筑波
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62 大連音頭 Ｓ.９.３ 卜蔵諄良 佐々紅華 藤本二三吉
63 さくら音頭 Ｓ.９.４ 伊庭孝 佐々紅華 柳橋歌丸・富勇、赤坂 松竹「さくら音頭」
64 清水音頭 Ｓ.９.４ 若杉雄三郎 大村能章 藤本二三吉 清水市保勝会推薦
65 尾道音頭 Ｓ.９.４ 今田瑞穂 佐々紅華 藤本二三吉 大毎尾道通信部、大毎専売所啓文社選
66 横須賀音頭 Ｓ.９.５ 栗原白也 佐々紅華 藤本二三吉 東京日日新聞社当選歌
67 新宿音頭 Ｓ.９.５ 時雨音羽 佐々紅華 藤本二三吉

68 オタモイ音頭 Ｓ.９.６ 北海道金瓢会当
選歌 佐々紅華 柳橋歌丸、富勇 北海道金瓢会当選歌

69 中津音頭 Ｓ.９.６ 島田芳文 佐々紅華 藤本二三吉 中津市並中津商工会議所推薦
70 新九州音頭 Ｓ.９.６ 中村暢 藤井清水 藤本、赤坂 福岡放送局募集当選歌

71 五反田音頭 Ｓ.９.６ 鶯亭金升 山崎裕康 清香・照葉、六三郎・
いろは

72 水産音頭 Ｓ.９.６ 野田武資 大村能章 藤本二三吉 静岡県水産会選歌
73 北見音頭 Ｓ.９.６ 吉川東洋 大村能章 藤本二三吉 北見物産協会当選歌
74 凱旋音頭 Ｓ.９.７ 佐藤惣之助 佐々紅華 赤坂・筑波
75 朝鮮音頭 Ｓ.９.７ 斎藤寿賀 佐々紅華 赤坂・筑波
76 竜首山音頭 Ｓ.９.７ 卜蔵諄良 村岡楽童 藤本二三吉
77 浅虫音頭 Ｓ.９.７ 高橋掬太郎 大村能章 赤坂・伊藤久男
78 深川音頭 Ｓ.９.７ 小川花仏 青木幸彦 藤本、桜子・筑波
79 信濃音頭 Ｓ.９.７ 大船渡 大村能章 藤本、分山田・伊藤
80 粟津音頭 Ｓ.９.８ 若杉雄三郎 大村能章 赤坂、分山田・伊藤
81 金沢音頭 Ｓ.９.８ 若杉雄三郎 大村能章 藤本・伊藤
82 釜山音頭 Ｓ.９.８ 上田忠勇 佐々紅華 赤坂・伊藤
83 伊豆音頭 Ｓ.９.８ 若杉雄三郎 大村能章 藤本・伊藤
84 新伊勢音頭 Ｓ.９.９ 野口雨情 藤井清水 赤坂・中野、藤本 勢州毎日新聞社制定

85 新江州音頭 Ｓ.９.９ 馬関亮、
西堀弥一郎 須川政太郎 勅使河原一郎、唄小柳 滋賀県社会教育会選歌

86 隠岐音頭 Ｓ.９.10 野津無学 佐々紅華 赤坂・伊藤
87 花連港音頭 Ｓ.９.10 瀬野尾寧 岡本新市 藤本二三吉
88 和倉音頭 Ｓ.９.10 若杉雄三郎 大村能章 藤本二三吉
89 御会式音頭 Ｓ.９.11 時雨音羽 大村能章 藤本・伊藤
90 お神酒音頭 Ｓ.９.11 日本酒造会 大村能章 分山田・伊藤

91 バナナ音頭 Ｓ.９.12 台湾芭蕉宣伝委
員会 杉田良造 赤坂、伊藤

92 岡崎音頭 Ｓ.10.２ 若杉雄三郎 佐々紅華 分山田和香
93 大船音頭 Ｓ.10.11 堀内敬三 佐々紅華 藤本二三吉
94 羅津音頭 Ｓ.10.12 土岡正次郎 大村能章 赤坂・伊藤
95 ジャズ音頭 Ｓ.11.４ リキー・宮川 仁木他喜雄 リキー・宮川
96 観光音頭 Ｓ.11.５ 泉融々 大村能章 音丸・伊藤 国際観光局推薦
97 防空音頭 Ｓ.11.８ 伊藤和夫 大村能章 音丸 東部防衛司令部推薦

98 青森音頭 Ｓ.11.９ 岡崎夢雄 大村能章 音丸 青森県実業協会、
東日青森支局共同募集歌

99 宇部南蛮音頭 Ｓ.11.12 野口雨情 藤井清水 音丸

100 木遣音頭 Ｓ.12.２ 小林一三 須藤五郎 三浦時子 宝塚少女歌舞伎レビュー
「恋に破れたるサムライ」

101 ハタハタ音頭 Ｓ.12.２ 金子洋文 小松平五郎 音丸
102 東京愛市音頭 Ｓ.12.４ 西条八十 江口夜詩 音丸 東京愛市連盟制定

103 フラ音頭 Ｓ.12.４ 石橋良雄 岡見如雪 コロムビア・ヒロ・カレッ
ヂアンズ

104 高尾港まつり音頭 Ｓ.12.５ 高尾港祭協会選 大村能章 霧島昇・豆千代 高尾港祭協会選
105 房総音頭 Ｓ.12.６ 松本英一 大村能章 音丸
106 弘前花見音頭 Ｓ.12.６ 成田弘 大村弦三 音丸・伊藤

107 興亜音頭 Ｓ.15.４ 高橋掬太郎 阿部武雄 伊藤・赤坂・豆千代・
音丸

108 静岡復興音頭 Ｓ.15.６ 東日・静岡市選
定 明本京静 音丸・佐々木章

109 新体制家庭音頭 Ｓ.16.３ サトウハチロー 古賀政男 霧島・伊藤・松原操・
菊池章子

110 蓮萊木遣り音頭 Ｓ.16.７ 佐藤惣之助 古賀政男 菊池・高倉敏
111 台南音頭 Ｓ.16.９ 台南州制定 伊藤・菊池

112 みたから音頭 Ｓ.17.９ 農山道村文化協
会制定 服部良一 霧島・菊池

113 かちどき音頭 Ｓ.19.４ 野村俊夫 古関祐而 松原・近江俊郎・佐々木
114 炭鉱音頭 Ｓ.20.１ 高橋掬太郎 杉山長谷夫

『オリジナル盤による秘蔵盤　昭和の流行歌』資料編（日本コロムビア、1980年）、福田俊二・加藤正義編『昭和流行歌総覧―戦前・戦中編―』
（柘植書房、1994年）から作成。
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み
ま
し
ょ
う
」
と
承
諾
し
、さ
ら
に
佐
々
が
「
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
、

大
体
〝
ど
ど
い
つ
〟
の
調
子
で
書
い
て
下
さ
い
」
と
注
文
を
つ
け
た（

（6
（

。

コ
ロ
ン
ビ
ア
幹
部
の
予
想
は
外
れ
、
先
述
の
と
お
り
作
詞
は
西
条
の

弟
子
佐
伯
で
あ
っ
た
が
、
伊
庭
が
承
諾
し
た
の
も
西
条
へ
の
対
抗
意
識

が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
、
読
売
新
聞
社
お
よ

び
高
島
屋
と
提
携
し
、
二
月
十
四
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
「
ミ
ス
・
さ

く
ら
」
募
集
の
「
さ
く
ら
音
頭
踊
り
」
を
開
催
し
た
。
三
月
四
日
に
は

日
比
谷
公
会
堂
で
「
ミ
ス
・
さ
く
ら
決
戦
技
芸
大
会
」
が
行
わ
れ
た（

（6
（

。

松
竹
少
女
歌
劇
団
と
提
携
し
、
三
月
二
十
三
日
か
ら
東
京
劇
場
の
第
五

回
「
東
京
踊
り
」
の
主
題
歌
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た（

（6
（

。
宣
伝
に

力
を
入
れ
た
た
め
、レ
コ
ー
ド
発
売
は
四
月
と
花
見
の
期
間
で
あ
っ
た
。

両
社
と
競
う
ポ
リ
ド
ー
ル
は
、
日
活
お
よ
び
日
本
劇
場
と
提
携
し
、

二
月
十
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
日
本
劇
場
で
「
さ
く
ら
音
頭
」
全
七
景

が
上
演
さ
れ
た（

（7
（

。
そ
の
間
の
二
月
十
七
日
か
ら「
さ
く
ら
音
頭
発
表
会
」

が
上
野
松
坂
屋
、
日
本
橋
三
越
、
日
本
橋
白
木
屋
、
浅
草
松
屋
、
新
宿

伊
勢
丹
の
各
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
三
月
に
は
浅
草
公
園
劇
場
で
「
さ
く

ら
音
頭
ゆ
か
た
」
を
着
た
舞
踊
団
が
出
演
し
た
。
ま
た
日
活
「
ニ
ッ
ポ

ン
さ
く
ら
音
頭
」
の
上
映
館
で
も
ス
テ
ー
ジ
・
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。

日
活
の
映
画
は
、「
東
京
祭
」
と
同
様
に
鈴
木
伝
明
や
夏
川
静
江
と
い

う
キ
ャ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ポ
リ
ド
ー
ル
は
、
関
東
・
東
北
・
北

海
道
へ
も
宣
伝
を
展
開
し
、
三
月
十
一
日
に
は
会
津
若
松
の
朝
日
新
聞

若
松
支
社
主
催
で
「
さ
く
ら
音
頭
大
会
」
を
開
催
し
た（

（7
（

。

右
の
有
力
三
社
の
流
れ
に
便
乗
し
よ
う
と
、
小
社
で
あ
る
日
東
レ

コ
ー
ド
や
太
平
レ
コ
ー
ド
も
独
自
の
「
さ
く
ら
音
頭
」
を
発
売
し
た
。

だ
が
、
結
果
的
に
見
る
と
、
十
万
枚
以
上
を
売
り
上
げ
た
の
は
、
ビ
ク

タ
ー
の
「
さ
く
ら
音
頭
」
だ
け
で
あ
る（

（7
（

。
ま
だ
ヒ
ッ
ト
す
る
か
ど
う
か

が
分
か
ら
な
い
時
に
音
楽
評
論
家
の
須
永
克
己
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
盤
を

「
レ
コ
ー
ド
と
し
て
聴
か
せ
る
つ
も
り
で
あ
ら
う
が
、
調
子
が
堅
く
そ

し
て
少
し
沈
ん
で
聞
こ
え
る
難
が
あ
る
」
と
批
評
し
、
ビ
ク
タ
ー
盤
を

「
音
頭
が
聴
く
も
の
で
な
く
踊
の
た
め
で
あ
る
と
い
ふ
建
前
で
は
そ
の

目
的
に
万
事
を
終
一
し
た
ビ
ク
タ
ー
が
成
功
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い

た（
（7
（

。
実
際
、「
東
京
音
頭
」
を
作
曲
し
た
中
山
の
旋
律
、
そ
れ
を
歌
っ

た
勝
太
郎
と
三
島
の
歌
唱
力
は
、
あ
ら
た
め
て
大
衆
か
ら
支
持
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
敗
軍
の
将
と
な
っ
た
伊
庭
は
、
藤
浦
に
「
レ
コ
ー
ド
と
い

う
や
つ
は
よ
く
出
来
て
い
て
も
負
け
る
も
ん
だ
ね
」
と
寂
し
そ
う
に

語
っ
て
い
る（

（7
（

。

同
年
か
ら
レ
コ
ー
ド
検
閲
を
担
当
し
た
内
務
省
警
保
局
の
小
川
金
五

郎
は
、「
さ
く
ら
音
頭
」
の
ヒ
ッ
ト
を
「
大
衆
生
活
者
の
脳
裡
に
は
、

何
と
か
し
て
打
ち
続
く
陰
鬱
な
社
会
情
勢
か
ら
脱
け
出
し
た
い
、
又
国

民
生
活
を
も
振
興
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
言
は
ず
語
ら
ず
の
間
に

働
き
か
け
て
、
こ
う
謂
つ
た
気
配
を
醸
成
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
つ
た

ろ
う
」
と
判
断
し
、
ま
た
「
事
実
こ
の
年
の
花
見
景
色
は
何
処
の
土
地

も
素
晴
ら
し
く
賑
合
つ
た
し
、
娯
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
も
繁
盛
し
た
し
、
街

の
商
家
の
売
り
出
し
も
大
袈
裟
で
あ
つ
た
」
と
振
り
返
る（

（7
（

。

各
社
競
っ
て
レ
コ
ー
ド
作
製
に
乗
り
出
し
た
理
由
は
、「
さ
く
ら
音

頭
」が
東
京
や
大
阪
と
い
う
地
域
限
定
で
は
な
い
た
め
、全
国
的
に
ヒ
ッ

ト
す
る
と
考
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
「
さ
く
ら
音
頭
」
は
、

レ
コ
ー
ド
の
ヒ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
花
見
踊
り
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
全
国
各
地
の
経
済
振
興
が
で
き
る
と
い
う
一
石
二
鳥
の
効
果
が

あ
っ
た
。
実
際
に
右
で
述
べ
た
と
お
り
、
レ
コ
ー
ド
会
社
は
レ
コ
ー
ド

の
売
り
上
げ
だ
け
で
な
く
、
映
画
会
社
、
劇
場
、
百
貨
店
と
提
携
し
、

各
所
に
集
客
さ
せ
て
い
る
。

ビ
ク
タ
ー
は
、
昭
和
八
年
七
月
か
ら
「
東
京
音
頭
」
が
大
ヒ
ッ
ト
す

る
と
、同
年
秋
ご
ろ
か
ら
音
頭
の
作
製
数
が
多
く
な
る
。
十
一
月
の「
鹿

児
島
音
頭
」
は
鹿
児
島
新
聞
当
選
歌
、
十
二
月
の
「
名
古
屋
音
頭
」
は

名
古
屋
新
聞
社
案
、「
火
の
国
音
頭
」
は
九
州
新
聞
社
当
選
歌
と
、
地
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方
新
聞
社
の
依
頼
に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
音
頭
の
発
売
数
は
「
さ

く
ら
音
頭
」
合
戦
が
落
ち
着
い
た
翌
九
年
四
月
か
ら
増
加
す
る
。
地
方

か
ら
の
依
頼
で
は
な
く
、
ビ
ク
タ
ー
が
独
自
に
作
製
す
る
も
の
も
相
当

あ
る
が
、
そ
れ
は
「
東
京
音
頭
」
に
つ
づ
け
て
「
さ
く
ら
音
頭
」
で
も

他
社
を
抜
く
ヒ
ッ
ト
を
遂
げ
て
音
頭
に
自
信
を
持
っ
た
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

「
東
京
音
頭
」
は
全
国
的
に
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
地
方
の
盆
踊
り
で

も
地
元
の
民
謡
を
凌
駕
し
て
い
た
が
、「
東
京
音
頭
」
の
旋
律
に
各
地

方
の
名
所
古
跡
を
入
れ
た
ほ
う
が
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た

の
だ
ろ
う
。
五
月
の
「
満
州
音
頭
」、
十
月
の
「
北
海
道
音
頭
」「
東
北

音
頭
」「
東
海
音
頭
」「
中
国
音
頭
」「
四
国
音
頭
」「
九
州
音
頭
」「
台

湾
音
頭
」「
朝
鮮
音
頭
」、
十
二
月
の
「
北
陸
音
頭
」
は
、
す
べ
て
「
東

京
音
頭
」
の
歌
詞
を
西
条
が
変
更
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
も

と
よ
り
、
ビ
ク
タ
ー
が
作
製
す
る
音
頭
の
多
く
は
、
中
山
晋
平
が
作
曲

し
、勝
太
郎
と
三
島
が
吹
き
込
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
「
東
京
音
頭
」「
さ

く
ら
音
頭
」
で
成
功
を
収
め
て
い
る
た
め
、
レ
コ
ー
ド
会
社
と
し
て
は

再
び
ヒ
ッ
ト
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
音
頭
を
受
容
す
る
地
元
民

に
と
っ
て
も
、「
東
京
音
頭
」
の
担
い
手
に
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
歓

迎
し
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
証
左
と
な
る
の
が
、
昭
和
八
年
十
二
月
三
日
に
箱
根
芦
ノ
湖
畔

で
温
泉
が
湧
き
出
た
と
き
の
事
例
で
あ
る
。
当
夜
は
歓
喜
の
あ
ま
り
住

民
た
ち
が
「
東
京
音
頭
」
を
踊
っ
て
い
る
が
、「
芦
ノ
湖
音
頭
が
間
に

合
わ
ぬ
、
借
り
も
の
だ
、
い
づ
れ
東
京
の
偉
い
先
生
に
宣
伝
歌
を
頼
む

つ
も
り
」
だ
と
い
う（

（7
（

。
芦
ノ
湖
沿
い
の
箱
根
町
や
元
箱
根
村
は
風
光
明

媚
で
あ
る
が
、
温
泉
が
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
が
湧
き
出
た
こ
と
は
観

光
産
業
と
し
て
大
き
か
っ
た
。
そ
の
温
泉
を
宣
伝
す
る
た
め
に
「
東
京

音
頭
」
を
意
識
し
た
「
音
頭
」
の
効
果
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

そ
の
一
方
で
コ
ロ
ム
ビ
ア
も
「
大
阪
音
頭
」
の
旋
律
に
詞
を
変
え
て

昭
和
九
年
二
月
に
「
宮
城
音
頭
」「
盛
岡
音
頭
」「
岩
手
音
頭
」、
五
月

に
「
横
須
賀
音
頭
」
を
発
売
し
て
い
る
。
ま
た
昭
和
八
年
十
二
月
発
売

の
「
神
奈
川
音
頭
」
の
旋
律
に
詞
を
変
え
た
の
が
、
昭
和
九
年
二
月
発

売
の
「
遠
州
音
頭
」
と
「
福
島
音
頭
」
で
あ
る
。「
盛
岡
音
頭
」
は
岩

手
日
報
推
薦
、
同
月
発
売
の
「
仙
台
音
頭
」
は
河
北
日
報
推
薦
、「
福

島
音
頭
」
は
福
島
民
報
推
薦
、「
山
形
音
頭
」
は
山
形
新
聞
制
定
、「
新

秋
田
音
頭
」
は
秋
田
魁
日
報
推
薦
と
、
新
聞
社
と
提
携
し
て
い
た
。
コ

ロ
ム
ビ
ア
の
音
頭
の
多
く
は
、「
大
阪
音
頭
」
の
作
曲
家
佐
々
紅
華
と
、

歌
手
藤
本
二
三
吉
が
担
当
し
、
両
者
を
除
く
と
作
曲
は
大
村
能
章
、
歌

手
は
赤
坂
小
梅
、
筑
波
一
郎
、
伊
藤
久
男
で
あ
る
。

大
村
は
日
本
調
の
流
行
歌
を
得
意
と
し
、
小
梅
は
昭
和
八
年
に
古
賀

政
男
作
曲
の
「
ほ
ん
と
に
そ
う
な
ら
」
の
ヒ
ッ
ト
で
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
有

力
芸
者
歌
手
と
な
っ
た
。
ま
た
伊
藤
は
当
時
ヒ
ッ
ト
曲
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
た
め
、
筑
波
と
と
も
に
新
民
謡
を
数
多
く
吹
き
込
ん
で
い
る
。

二
三
吉
が
起
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
東
京
音
頭
」
の
源
流
と
な
る
「
丸

の
内
音
頭
」
を
歌
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
佐
々
は
中
山
、
二
三
吉
は
勝

太
郎
の
対
抗
馬
と
見
て
間
違
い
な
い
。
舞
踊
家
の
小
寺
融
吉
は
、「
恐

ら
く
来
年
の
夏
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
其
他
も
ビ
ク
タ
ー
と
対
抗
す
べ
く
、
お

さ
〳
〵
今
か
ら
案
を
練
る
で
あ
ろ
う
し
」、「
そ
れ
に
負
け
て
ゐ
ず
他
社

で
も
飛
出
す
で
あ
ろ
う
。
来
年
の
夏
の
騒
が
し
さ
が
今
か
ら
思
ひ
や
ら

れ
る
」
と
予
想
し
て
い
た（

（7
（

。
そ
れ
か
ら
一
年
も
し
な
い
で
彼
の
予
想
は

的
中
し
た
の
で
あ
る
。

「
盛
岡
音
頭
」
は
、
岩
手
県
内
で
は
一
月
十
日
に
全
国
先
行
発
売
と

な
っ
た
が
、
予
約
が
殺
到
し
「
俄
然
物
凄
い
人
気
」
で
あ
っ
た（

（7
（

。
各
県

で
は
音
頭
が
歓
迎
さ
れ
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
も
売
り
上
げ
を
期
待
し
て
作
っ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
発
売
前
日
に
は
「
東
北
六
県
各
地
音
頭

も
発
売
さ
れ
る
東
北
の
新
春
は
俄
然
音
頭
の
あ
ら
し
が
押
し
寄
せ
ら
れ
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る
」
と
あ
り（

（7
（

、
新
聞
紙
面
で
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
盛
岡
市
内
と

同
じ
よ
う
な
人
気
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
一
月
十
六

日
に
岩
手
県
公
会
堂
で
「
盛
岡
音
頭
」
の
発
表
会
が
行
わ
れ
、
歌
手
の

伊
藤
久
男
と
作
曲
家
の
古
関
裕
而
が
登
場
し
た（

（8
（

。

こ
の
前
日
の
一
月
十
五
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
隣
県
の
山
形
市
内
で

は「
山
形
音
頭
デ
ー
」と
題
す
る
サ
ー
ビ
ス
セ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。

山
形
市
旭
銀
座
で
は
買
い
物
客
に
対
し
、
二
円
以
上
に
つ
き
抽
選
券
一

枚
が
配
布
さ
れ
、
一
等
は
「
山
形
音
頭
」
の
レ
コ
ー
ド
五
十
名
、
二
等

は「
山
形
音
頭
」発
表
演
奏
会
の
招
待
券
五
百
名
、三
等
は「
山
形
音
頭
」

の
手
拭
全
員
で
あ
っ
た（

（8
（

。
一
月
二
十
日
の
発
表
演
奏
会
に
は
「
山
形
音

頭
」
を
歌
う
赤
坂
小
梅
と
筑
波
一
郎
が
登
場
し
、
二
千
名
の
観
客
を
魅

了
さ
せ
た（

（8
（

。
さ
ら
に
同
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
「
盆

踊
大
会
」
で
も
、
市
内
加
盟
商
店
で
中
元
セ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
る（

（8
（

。

「
山
形
音
頭
」
の
事
例
か
ら
は
、
そ
の
作
製
が
単
な
る
新
民
謡
を
創

出
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
経
済
振
興
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
が

理
解
で
き
る
。
残
念
な
が
ら『
福
島
民
報
』『
河
北
日
報
』『
秋
田
魁
日
報
』

に
は
そ
の
よ
う
な
記
事
は
見
ら
れ
な
い
が
、
同
時
期
に
音
頭
を
作
っ
て

発
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
鑑
み
る
と
、
経
済
効
果
が
皆
無
で
あ
っ
た
と

は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

昭
和
七
年
十
月
に
は
山
形
県
庁
で
東
北
地
方
の
不
況
対
策
を
協
議
す

る
東
北
六
県
知
事
会
議
が
開
か
れ
、「
東
北
振
興
の
為
に
す
る
根
本
策
」

を
政
府
に
提
出
し
た（

（8
（

。
東
北
六
県
で
発
売
さ
れ
た
音
頭
は
県
政
に
直
接

結
び
つ
か
な
い
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
経
済
振
興
の
序
曲
と
し
て
受
容

さ
れ
た
可
能
性
も
否
め
な
い
。
全
国
に
は
音
頭
が
創
出
さ
れ
た
が
、
そ

れ
は
「
東
京
音
頭
」
の
流
行
に
よ
る
人
気
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
経
済

振
興
を
図
る
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
選
挙
音
頭
の
創
作
意
義

東
京
杉
並
の
小
学
校
の
運
動
場
で
児
童
た
ち
が「
東
京
音
頭
」を
踊
っ

て
い
た
た
め
、そ
れ
を
見
つ
け
た
校
長
が
説
教
し
た
。
児
童
た
ち
は「
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
体
操
の
つ
も
り
で
踊
れ
」
と
い
っ
て
い

た
と
弁
明
し
た
が
、
教
員
は
「
以
後
踊
る
人
は
厳
罰
に
し
ま
す
」
と
指

導
し
て
い
る（

（8
（

。
某
小
学
校
の
学
芸
会
の
演
目
と
し
て
「
東
京
音
頭
」
の

是
非
が
論
じ
ら
れ
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
横
浜
市
の
盆
踊
り
に

小
学
生
が
五
百
名
参
加
し
て
い
る
の
が
発
覚
す
る
と
、
市
で
は
彼
ら
の

参
加
を
禁
止
し
た（

（8
（

。
だ
が
、「
松
田
文
相
は
こ
れ
を
全
国
各
小
学
校
の

児
童
に
踊
ら
せ
る
や
う
推
薦
す
る
と
云
つ
て
ゐ
る
程
の
人
気
」
と
い
う

記
事
も
あ
り（

（8
（

、
流
行
歌
と
異
な
り
音
頭
が
敵
視
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。

文
部
大
臣
の
松
田
源
治
が
音
頭
を
推
薦
し
た
と
す
れ
ば
、
小
学
校
や

横
浜
市
で
禁
止
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。児
童
た
ち
が
踊
り
、

そ
れ
を
父
兄
た
ち
が
勧
め
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
大
衆
に
と
っ
て

レ
コ
ー
ド
会
社
が
発
売
す
る
音
頭
は
、
歌
詞
の
猥
雑
さ
を
除
け
ば
流
行

歌
と
大
差
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
、
国
家
に
と
っ
て
地
域
振
興

を
図
り
、
後
述
す
る
集
団
の
踊
り
を
通
し
て
人
々
を
一
つ
に
纏
め
ら
れ

る
か
否
か
と
い
う
点
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
い
う

と
、
文
部
省
で
は
文
部
省
唱
歌
の
旋
律
と
は
大
差
が
あ
る
た
め
、
音
頭

を
学
校
教
育
の
場
で
受
容
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（8
（

。

仮
に
音
頭
が
全
面
的
に
敵
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当

時
の
思
想
を
統
制
お
よ
び
監
視
し
て
い
た
内
務
省
の
盆
踊
り
に
対
す
る

風
当
た
り
は
強
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
実
際
、
昭
和
九
年
八
月
か
ら
内

務
省
は
、
出
版
警
察
法
の
適
用
範
囲
を
レ
コ
ー
ド
に
広
げ
、
発
売
前
の

検
閲
制
度
を
開
始
し
た
。
検
閲
を
通
過
し
て
発
売
さ
れ
て
か
ら
も
難
あ

り
と
判
断
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
発
売
禁
止
・
宣
伝
中
止
・
自
主



『商学研究』第31号 ─ 112（17）─

回
収
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

そ
う
し
た
対
象
に
流
行
歌
が
置
か
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

内
務
省
は
廃
頽
的
な
流
行
歌
の
発
売
を
抑
制
す
る
こ
と
に
努
め
る
こ
と

と
な
る
。
そ
の
意
味
で
も
レ
コ
ー
ド
検
閲
を
管
轄
す
る
内
務
省
の
企
画

で
昭
和
十
年
に
「
選
挙
音
頭
」
が
作
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目
で
き
る
。

こ
こ
に
音
頭
が
持
つ
地
域
お
よ
び
経
済
振
興
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
の

意
味
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
三
つ
の
意
味
か
ら
国
家
が
音
頭
を

敵
視
し
な
か
っ
た
理
由
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
選
挙

音
頭
」
の
製
作
過
程
か
ら
、
そ
の
意
味
を
見
出
す
こ
と
と
す
る
。

地
方
で
は
政
治
と
利
益
が
結
び
つ
き
、
金
品
授
受
に
よ
る
不
正
な
選

挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
選
挙
を
監
視
す
る
内
務
省
は
、
選
挙

粛
正
中
央
連
盟
を
組
織
し
、
選
挙
違
反
を
な
く
す
た
め
の
方
法
が
模
索

さ
れ
た
。「
選
挙
音
頭
」
は
、
選
挙
粛
正
を
図
る
宣
伝
曲
と
し
て
作
製

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
都
新
聞
社
は
七
月
二
日
か
ら
「
選
挙
粛
正
の
歌
」

の
募
集
記
事
を
掲
載
し
、
十
日
の
締
め
切
り
ま
で
に
五
千
以
上
の
応
募

が
あ
っ
た
。
応
募
者
は
内
地
に
限
ら
ず
、
朝
鮮
や
満
州
か
ら
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る（

（8
（

。十
五
日
に
東
京
会
館
で
は
審
査
委
員
会
総
会
が
開
か
れ
た
。

審
査
委
員
は
、
作
詞
家
の
西
条
八
十
、
作
曲
家
の
中
山
晋
平
、
作
詞
も

行
う
小
説
家
の
長
田
幹
彦
、
演
劇
評
論
家
の
伊
原
敏
郎
で
あ
り
、
旅
行

中
の
中
山
は
欠
席
し
た
。
彼
ら
以
外
に
も
選
挙
粛
正
中
央
連
盟
理
事
長

の
永
田
秀
次
郎
、
同
理
事
の
松
原
一
彦
、
文
部
省
社
会
教
育
局
長
の
山

川
健
、
内
務
省
地
方
局
行
政
課
長
代
理
の
岡
田
局
長
、
東
京
放
送
局
文

芸
部
長
の
小
野
賢
一
郎
、
ビ
ク
タ
ー
文
芸
部
長
の
岡
庄
五
、
同
部
員
の

青
砥
道
雄
、
都
新
聞
社
関
係
者
が
出
席
し
た（

（9
（

。
こ
れ
に
よ
り
甲
の
部
、

乙
の
部
各
一
等
一
名
、
二
等
一
名
、
三
等
十
名
が
選
ば
れ
た（

（9
（

。

募
集
歌
詞
の
甲
の
部
は
、乙
の
部
の
「
七
七
七
五
」
の
形
式
と
は
違
っ

て
い
た
。
当
初
は
二
種
類
作
製
す
る
予
定
で
違
っ
た
形
式
で
歌
詞
を
募

集
し
た
が
、
選
挙
粛
正
を
統
一
す
る
音
頭
が
分
れ
る
の
は
不
都
合
と
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
甲
一
等
の
歌
詞
の
大
意
を
取
っ
て
三
章

を
作
り
、
甲
乙
各
三
章
を
前
後
に
置
き
、
四
章
を
二
等
三
等
か
ら
補
っ

て
全
十
章
と
し
た（

（9
（

。
大
規
模
な
国
策
の
音
頭
と
あ
っ
て
、
多
く
の
音
頭

を
手
掛
け
た
中
山
晋
平
も
作
曲
に
は
苦
労
し
、
囃
子
だ
け
で
五
日
間
、

全
体
で
半
月
か
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
曲
が
完
成
す
る
と
八
月
一
日
、

小
唄
勝
太
郎
・
徳
山
璉
・
藤
山
一
郎
が
吹
き
込
ん
だ（

（9
（

。

「
さ
く
ら
音
頭
」
の
勝
太
郎
と
徳
山
に
加
え
、
当
時
人
気
の
高
か
っ

た
藤
山
を
起
用
し
て
再
び
成
功
を
収
め
よ
う
と
の
狙
い
が
読
み
取
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
仕
上
が
っ
た「
選
挙
音
頭
」の
内
容
は
、「
ハ
ア
ー

千
の
花
よ
り
一
つ
の
み
の
り
、
ヤ
ツ
コ
ラ
サ
ツ
ト
、
む
だ
に
選
ぶ
な
、

ソ
コ
ソ
コ
ダ
ヨ
、
仇
花
を
、
セ
ン
キ
ョ
〳
〵
ナ
、
セ
ン
キ
ョ
コ
ソ
大
事
」

（
以
下
囃
子
略
）、「
嫁
と
議
員
は
調
べ
て
選
べ
、
国
の
た
め
だ
よ
、
人

の
為
」、「
伸
び
る
日
本
に
大
事
な
政
治
、清
く
す
る
の
が
、こ
の
一
票
」、

「
御
国
お
も
へ
ば
、尊
い
権
利
、義
理
や
人
情
に
、か
へ
ら
り
よ
か
」、「
金

で
誘
を
と
利
権
で
釣
ろ
と
、
き
め
た
お
方
に
、
こ
の
一
票
」
と
い
う
よ

う
に（

（9
（

、
選
挙
の
公
平
性
を
促
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
選
挙
音
頭
」
の
完
成
披
露
は
、
八
月
四
日
に
日
比
谷
新
音
楽
堂
で

都
新
聞
社
主
催
「
日
本
ビ
ク
タ
ー
実
演
の
夕
」
と
題
し
て
大
々
的
に
挙

行
さ
れ
た
。
第
一
部
の
ビ
ク
タ
ー
歌
手
の
流
行
歌
シ
ョ
ー
に
つ
づ
き
、

第
二
部
で
は
中
山
晋
平
が
何
度
も
「
選
挙
音
頭
」
を
指
導
し
、
最
後
は

会
場
全
員
で
大
合
唱
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
勝
太
郎
・

徳
山
・
藤
山
が
歌
う
な
か
で
は
、
踊
り
の
実
演
も
披
露
さ
れ
て
い
る（

（9
（

。

八
月
九
日
に
は
中
野
区
役
所
の
後
援
に
よ
り
、
塔
の
山
公
園
で
「
選
挙

音
頭
」
の
踊
り
方
指
導
が
行
わ
れ（

（9
（

、
十
七
日
に
日
比
谷
新
音
楽
堂
で
片

倉
栄
養
化
学
研
究
所
主
催
の
「
米
の
母
の
夕
」
で
も
「
選
挙
音
頭
」
の

実
演
が
披
露
さ
れ
た（

（9
（

。
さ
ら
に
二
十
一
日
か
ら
浅
草
松
竹
座
で
十
日
間

開
催
さ
れ
た
「
新
作
漫
才
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
も
全
員
で
「
選
挙
音
頭
」

を
合
唱
す
る
と
い
う
宣
伝
を
展
開
し
た（

（9
（

。
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都
新
聞
社
は
「
選
挙
音
頭
」
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
八
月
二
十
六
日

か
ら
三
十
日
ま
で
隅
田
公
園
で「
選
挙
音
頭
大
会
」を
開
催
し
て
い
る
。

初
日
に
は
藤
山
一
郎
が
出
場
し
、踊
り
の
優
秀
な
者
十
名
に
は
メ
ダ
ル
、

そ
の
う
ち
一
名
に
は
勝
太
郎
・
藤
山
・
三
島
一
声
の
肉
筆
入
り
扇
子
と
、

勝
太
郎
の
サ
イ
ン
入
り
プ
ロ
マ
イ
ド
が
貰
え
る
と
い
う
特
典
つ
き
で
あ

る
。
初
日
に
は
約
三
万
人
が
集
ま
り
、
藤
山
が
立
つ
櫓
を
中
心
に
十
重

の
踊
り
手
の
輪
が
で
き
た
と
い
う
。
最
終
日
は
ビ
ク
タ
ー
歌
手
の
小
野

巡
と
児
玉
好
雄
が
登
場
し
、
踊
り
手
も
四
千
人
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
で

あ
っ
た（

（9
（

。

内
務
省
お
よ
び
選
挙
粛
正
中
央
連
盟
の
推
薦
だ
け
あ
り
、
主
催
者
の

都
新
聞
社
の
熱
の
入
れ
方
が
う
か
が
え
る
。
だ
が
、
宣
伝
力
が
な
か
っ

た
「
丸
の
内
音
頭
」
が
日
な
ら
ず
し
て
人
気
が
出
た
の
に
対
し
、
大
宣

伝
を
行
っ
た
「
選
挙
音
頭
」
の
人
気
は
出
な
か
っ
た
。
両
者
の
差
異
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
え
ば
、「
丸
の
内
音
頭
」
が
大
衆
の
側
か
ら
の

要
望
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
に
対
し
、「
選
挙
音
頭
」
は
官
側
が
上
位

下
達
式
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
。
お
仕
着
せ
が
ま
し
い
当

局
の
狙
い
を
、
当
時
の
大
衆
は
感
じ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
本
論
の
視
座
か
ら
す
る
と
、「
選
挙
音
頭
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た

か
ど
う
か
は
余
り
問
題
で
は
な
い
。
む
し
ろ
内
務
省
お
よ
び
選
挙
粛
正

中
央
連
盟
が
、
音
頭
の
利
用
に
目
を
つ
け
て
い
た
と
い
う
点
が
重
要
な

の
で
あ
る
。
同
時
期
に
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
か
ら
松
平
晃
の
「
選
挙
粛
正

の
歌
」
が
発
売
さ
れ
、
レ
コ
ー
ド
販
売
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

全
国
各
地
で
も
独
自
の
「
選
挙
粛
正
音
頭
」
が
作
ら
れ
て
い
る（

（10
（

。「
選

挙
音
頭
」
は
、都
新
聞
社
の
見
解
に
よ
れ
ば
「
趣
味
と
教
育
を
兼
ね
た
」

も
の
と
い
う（

（10
（

。
こ
の
点
に
内
務
省
や
選
挙
粛
正
中
央
連
盟
が
目
を
つ
け

た
と
考
え
ら
れ
る
。
音
頭
は
音
楽
と
舞
踊
を
と
お
し
て
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
ま
た
踊
り
を
と
お
し
て
精
神
を
一
つ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

こ
の
点
を
象
徴
す
る
行
事
と
し
て
は
、
昭
和
八
年
八
月
十
六
日
に
日

比
谷
公
園
で
開
か
れ
た
大
東
京
魂
ま
つ
り
会
主
催
の
「
日
支
事
変
戦
没

将
士
魂
ま
つ
り
盂
蘭
盆
法
要
」
で
「
丸
の
内
音
頭
」
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る（

（10
（

。
英
霊
の
御
霊
を
鎮
魂
す
る
場
で
音
頭
を
踊
る
の
は
不

謹
慎
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
も
そ
も
音
頭
に
は
盆
踊
り
と
い
う
よ
う

に
「
盂
蘭
盆
法
要
」
を
行
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
農
村
な
ど

で
音
頭
が
労
働
歌
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
も
、
心
を
一
つ
に
す
る
狙

い
が
あ
っ
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
地
域
振
興
や
経
済
振
興
も
同
じ
で
あ

り
、
そ
れ
に
向
け
て
発
展
を
目
指
す
と
い
う
思
想
が
一
つ
に
な
る
こ
と

に
よ
り
実
現
は
早
ま
る
。
音
頭
に
は
人
々
の
思
想
を
良
い
方
向
へ
と
導

く
「
思
想
善
導
」
と
い
う
効
用
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

内
務
省
を
は
じ
め
、
陸
軍
省
お
よ
び
海
軍
省
ま
で
も
が
音
頭
の
「
思

想
善
導
」
と
い
う
効
力
に
目
を
つ
け
て
い
た
こ
と
は
、
先
述
の
「
さ
く

ら
音
頭
合
戦
」を
報
じ
た『
大
阪
朝
日
新
聞
』の
記
事
か
ら
証
明
さ
れ
る
。

そ
こ
で
は
「
内
務
省
や
陸
軍
省
、
海
軍
省
あ
た
り
が
、
思
想
善
導
の
恰

好
の
手
段
と
し
て
音
頭
を
推
薦
し
て
ゐ
る
の
で
、
音
頭
の
普
及
に
ま
す

ま
す
拍
車
を
加
へ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
」
と
い
う（

（10
（

。「
さ
く
ら
音
頭
」

の
各
社
競
争
や
、
全
国
各
地
に
音
頭
が
急
増
し
た
背
景
に
は
、
そ
れ
ら

を
抑
止
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
推
薦
す
る
上
か
ら
の
お
墨
付
き
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
に
は「
思
想
善
導
」と
い
う
要
素
が
あ
っ

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

内
務
省
お
よ
び
選
挙
粛
正
中
央
連
盟
は
、
新
聞
や
雑
誌
を
は
じ
め
、

ラ
ジ
オ
や
映
画
な
ど
も
使
っ
て
大
々
的
に
選
挙
粛
正
の
運
動
を
展
開
し

た
た
め
、
不
正
な
選
挙
を
抑
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、
宣
伝
曲

と
な
っ
た
「
選
挙
音
頭
」
は
ヒ
ッ
ト
せ
ず
、
同
年
を
境
と
し
て
音
頭
物

は
下
火
に
な
っ
て
い
く
。
ビ
ク
タ
ー
は
昭
和
十
一
年
に
五
曲
、
十
二
年

に
三
曲
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
は
同
十
一
年
に
五
曲
、
十
二
年
に
七
曲
し
か
な

い
（
表
１
・
２
参
照
）。
ビ
ク
タ
ー
は
最
盛
期
で
昭
和
九
年
十
月
に
十
一
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曲
、
同
じ
く
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
同
年
二
月
に
十
四
曲
を
発
売
し
て
い
る
か

ら
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。「
東
京
音
頭
」
で
火
が
つ

い
た
音
頭
ブ
ー
ム
は
、「
選
挙
音
頭
」
で
失
敗
し
た
昭
和
十
年
に
お
わ

り
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。「
ハ
ア
小
唄
」
に
代
わ
っ
て
内
務
省
警
保
局

が
危
険
視
す
る
「
ネ
エ
小
唄
」
と
呼
ば
れ
る
廃
頽
的
な
流
行
歌
が
ヒ
ッ

ト
す
る
こ
と
と
な
る
。そ
れ
ら
は
地
域
振
興
や
経
済
振
興
は
も
と
よ
り
、

「
思
想
善
導
」
と
い
う
効
果
と
は
対
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

お
わ
り
に

昭
和
初
年
か
ら
隆
盛
し
た
レ
コ
ー
ド
産
業
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た

流
行
歌
に
対
す
る
批
判
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
に
発
売
さ
れ
た
「
東
京
行
進
曲
」
も
例
外
で
は
な
く
、

作
詞
家
西
条
八
十
と
演
出
家
伊
庭
孝
と
の
論
争
に
加
え
、
文
学
界
の
間

で
も
西
条
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。「
銀
座
の
柳
」
も
単
な
る
流

行
歌
で
あ
っ
た
た
め
、
文
学
者
や
教
育
現
場
か
ら
は
批
判
こ
そ
見
ら
れ

な
い
も
の
の
、
称
賛
す
る
声
も
確
認
で
き
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
丸
の
内
飲
食
業
組
合
の
有
力
者
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ

た
「
丸
の
内
音
頭
」
に
対
す
る
風
当
た
り
は
見
ら
れ
ず
、
盆
踊
り
開
催

期
間
中
の
日
比
谷
公
園
は
毎
晩
賑
わ
っ
た
。
翌
年
に
は
「
東
京
音
頭
」

へ
と
変
わ
り
、
全
国
的
な
大
ヒ
ッ
ト
と
な
る
。
教
育
現
場
で
は
文
部
省

唱
歌
の
よ
う
な
教
育
音
楽
で
は
な
か
っ
た
た
め
「
東
京
音
頭
」
を
抑
止

す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
父
兄
は
健
康
の
た
め
に
推
奨
し
た
り
、
文

部
大
臣
が
教
育
現
場
で
踊
ら
せ
よ
う
と
す
る
な
ど
、
流
行
歌
に
対
す
る

よ
う
な
批
判
と
は
異
な
っ
て
い
た
。「
東
京
音
頭
」
の
発
売
と
同
時
期

に
は
、
読
売
新
聞
社
の
主
催
に
よ
り
大
東
京
の
誕
生
を
祝
し
た
「
東
京

祭
」
が
作
ら
れ
た
。
人
気
作
曲
家
の
古
賀
政
男
を
起
用
し
た
「
東
京
祭
」

は
、
新
聞
を
は
じ
め
、
舞
台
や
映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
提
携
し
て
大

宣
伝
を
行
っ
た
。
だ
が
、
売
り
上
げ
は
「
東
京
音
頭
」
に
遠
く
お
よ
ば

な
か
っ
た
。
そ
の
要
因
は
、
東
京
の
復
興
を
意
図
し
た
点
で
は
共
通
し

て
い
た
が
、
お
仕
着
せ
が
ま
し
く
上
か
ら
作
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。

「
東
京
祭
」
の
ヒ
ッ
ト
の
有
無
は
と
も
か
く
、
レ
コ
ー
ド
産
業
に
よ

る
音
頭
と
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
の
提
携
と
い
う
手
法
は
踏
襲
さ
れ
た
。

昭
和
九
年
の「
さ
く
ら
音
頭
」は
、各
レ
コ
ー
ド
会
社
が
、映
画
や
劇
場
、

さ
ら
に
百
貨
店
と
提
携
し
、
音
頭
の
販
売
お
よ
び
普
及
に
努
め
た
。
そ

し
て
同
年
に
は
全
国
各
地
の
音
頭
が
レ
コ
ー
ド
会
社
と
地
元
の
新
聞
社

に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
。「
盛
岡
音
頭
」は
県
内
で
人
気
を
得
て
、「
山

形
音
頭
」
は
地
元
商
店
の
経
済
効
果
を
企
図
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
「
東

京
音
頭
」
の
ヒ
ッ
ト
が
東
京
復
興
と
結
び
つ
け
て
理
解
さ
れ
、
そ
れ
と

同
じ
よ
う
な
音
頭
を
各
県
で
作
る
こ
と
に
よ
り
東
北
六
県
の
地
域
活
性

化
を
期
待
し
て
い
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
「
東
京
音
頭
」
の
ヒ
ッ
ト
は
、
地
元
の
人
々
を
地
域
活
性
化
に

向
け
て
一
つ
に
纏
め
る
効
果
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
の
点
を
再
利
用
し
よ

う
と
し
た
の
が
、
内
務
省
が
主
導
し
、
都
新
聞
社
の
協
賛
に
よ
り
作
ら

れ
た
「
選
挙
音
頭
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
「
東
京
祭
」
と
同
じ
く
、
新

聞
紙
上
で
の
宣
伝
や
発
表
会
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ヒ
ッ
ト
し

な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
レ
コ
ー
ド
の
売
れ
行
き
は
問
題
で
は
な
く
、
当

時
流
行
歌
を
検
閲
統
制
す
る
立
場
に
あ
っ
た
内
務
省
が
音
頭
の
効
果
に

期
待
し
た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
選
挙
粛
正
を
図
る
内
務
省
は
、

音
頭
を
と
お
し
て
不
正
な
選
挙
を
抑
止
し
た
。

音
頭
に
は
、
経
済
効
果
を
上
げ
る
地
域
振
興
と
い
う
点
に
加
え
、「
思

想
善
導
」
と
い
う
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
が
「
東
京
行
進
曲
」

や
「
銀
座
の
柳
」
は
も
と
よ
り
、
昭
和
九
年
以
降
に
発
売
禁
止
お
よ
び

自
主
回
収
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
流
行
歌
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
っ

た
。「
選
挙
音
頭
」
が
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
の
を
機
に
、
各
レ
コ
ー
ド
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会
社
で
は
積
極
的
に
音
頭
を
作
ら
な
く
な
る
。
そ
の
意
味
で
い
う
と
音

頭
も
流
行
歌
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、昭
和
十
二
年
七
月
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
が
長
期
化
す
る
と
、

同
十
五
年
に
「
建
国
音
頭
」、
同
十
六
年
に
「
瑞
穂
踊
り
」、
同
十
八
年

に
「
増
産
音
頭
」
な
ど
の
音
頭
物
が
再
び
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
い
ず

れ
も
の
作
曲
が
中
山
晋
平
、
歌
が
小
唄
勝
太
郎
と
い
う
の
も
偶
然
で
は

な
い
。
戦
時
下
に
は
「
一
億
一
心
」
と
い
う
造
語
が
登
場
す
る
が
、
全

国
民
を
戦
勝
と
い
う
方
向
へ
「
思
想
善
導
」
さ
せ
る
の
に
音
頭
は
効
果

的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
流
れ
に
鑑
み
る
と
、「
東
京
音
頭
」

に
よ
る
地
域
振
興
お
よ
び
経
済
振
興
の
効
果
は
、
世
界
に
お
け
る
日
本

の
そ
れ
へ
と
目
的
が
拡
大
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
戦
時
下

の
音
頭
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
註
〕

（
１
）
浅
野
建
二
『
日
本
の
民
謡
』
岩
波
新
書
、
一
九
六
六
年
五
月
、

竹
内
勉
『
日
本
の
民
謡
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
三

年
九
月
、
同
上
『
民
謡
―
そ
の
発
生
と
変
遷
―
』
角
川
選
書
、

一
九
八
一
年
七
月
。

（
２
）
濱
千
代
早
由
美
「
民
謡
と
メ
デ
ィ
ア
―
新
民
謡
運
動
を
経
た
伊

勢
音
頭
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
哲
学
』一
二
八
、二
〇
一
二
年
三
月
）。

（
３
）
上
田
誠
二
「
音
楽
教
師
か
ら
敵
視
さ
れ
た
メ
ロ
デ
ィ
の
教
育
化

―
『
東
京
音
頭
』
か
ら
『
建
国
音
頭
』
へ
―
」（『
教
育
学
研
究
』

七
四
―
一
、二
〇
〇
七
年
三
月
）。

（
４
）
中
野
敏
男
『
詩
歌
と
戦
争
―
白
秋
と
民
衆
、
総
力
戦
へ
の
「
道
」

―
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
二
年
五
月
。

（
５
）
小
川
近
五
郎
『
流
行
歌
と
世
相
』（
日
本
警
察
新
聞
社
、

一
九
四
一
年
一
月
）
の
同
書
巻
末
「
代
表
的
流
行
歌
表
」
に
は
、

昭
和
十
二
年
以
前
は
十
万
枚
以
上
、
以
後
は
五
万
枚
以
上
売
れ

た
曲
目
を
掲
載
し
て
い
る
。
当
時
の
レ
コ
ー
ド
の
販
売
実
数
を

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
内
務
省
で
レ
コ
ー
ド
検
閲
を
担
当

し
た
小
川
の
統
計
は
、
他
の
ど
の
書
籍
よ
り
も
信
頼
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
小
川
の
統
計
を
も
と
に
ヒ
ッ

ト
し
た
か
否
か
を
判
断
す
る
。

（
６
）
西
条
八
十
『
西
条
八
十
全
集
』
八
、国
書
刊
行
会
、一
九
九
二
年
、

一
五
頁
。

（
７
）「
私
の
昭
和
史
―
銀
座
の
柳
―
」（
東
京
一
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
昭

和
三
十
九
年
四
月
三
十
日
放
送
）
に
お
け
る
西
条
八
十
の
談

話
。
筆
者
は
、「
昭
和
を
駆
け
抜
け
た
一
〇
一
人
・
パ
ー
ト
四
」

（
テ
レ
ビ
東
京
、
平
成
五
年
十
月
十
七
日
放
送
）
の
編
集
映
像

で
確
認
し
た
。
な
お
同
番
組
で
昭
和
三
十
四
年
四
月
放
送
と
あ

る
の
は
表
示
の
誤
植
で
あ
り
、
新
聞
の
縮
刷
版
で
調
査
す
る
と

「
私
の
昭
和
史
」
に
西
条
八
十
が
出
演
し
て
い
る
の
は
、
昭
和

三
十
九
年
四
月
三
十
日
放
送
の
「
銀
座
の
柳
」
し
か
な
い
。

（
８
）
西
条
八
十『
唄
の
自
叙
伝
』生
活
百
科
刊
行
会
、一
九
五
六
年（
日

本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
年
復
刻
版
、
五
七
頁
）。

（
９
）（
10
）『
読
売
新
聞
』
昭
和
四
年
八
月
四
日
、
朝
刊
。

（
11
）
同
右
、
八
月
十
日
、
十
三
日
―
十
五
日
、
二
十
日
、
朝
刊
。

（
12
）
白
鳥
省
吾
『
現
代
歌
謡
百
話
』
東
宛
書
房
、
一
九
三
六
年
、

一
一
四
頁
。

（
13
）
ビ
ク
タ
ー
レ
ー
ベ
ル
番
号
、
五
〇
七
五
五
―
Ａ
、
筆
者
所
蔵
。

（
14
）『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
四
年
十
月
十
日
、
夕
刊
。

（
15
）
同
右
、
昭
和
四
年
十
一
月
十
三
日
、
朝
刊
。

（
16
）
同
右
、
昭
和
五
年
六
月
二
十
一
日
、
同
六
年
六
月
二
日
、
朝
刊
。

（
17
）「
番
組
確
定
表
」
昭
和
四
年
六
月
十
五
日
、
十
月
一
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
博
物
館
所
蔵
。
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（
18
）『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
四
年
六
月
十
五
日
、
朝
刊
。

（
19
）
伊
藤
正
憲
『
レ
コ
ー
ド
と
共
に
四
十
五
年
―
私
の
ア
ル
バ
ム
―
』

日
本
ク
ラ
ウ
ン
、
一
九
七
一
年
、
七
三
頁
。

（
20
）
前
掲
『
西
条
八
十
全
集
』
八
、一
一
三
頁
。

（
21
）
前
掲「
番
組
確
定
表
」昭
和
七
年
三
月
二
十
七
日
、十
一
月
五
日
。

（
22
）「
踊
り
踊
る
な
ら
―
東
京
音
頭
大
は
や
り
―
」（
東
京
一
二
チ
ャ

ン
ネ
ル
報
道
部
編
『
証
言
私
の
昭
和
史
』
一
、
学
芸
書
林
、

一
九
六
九
年
、
二
三
二
頁
）、
店
名
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
昭

和
七
年
八
月
七
日
、
夕
刊
）
の
記
事
か
ら
採
用
し
た
。

（
23
）
前
掲
『
唄
の
自
叙
伝
』
一
七
三
頁
。

（
24
）
岡
庄
五
『
最
近
に
於
け
る
レ
コ
ー
ド
界
の
趨
勢
』
日
本
文
化
協

会
出
版
部
、
一
九
三
六
年
、
四
二
頁
。

（
25
）
前
掲
「
踊
り
踊
る
な
ら
―
東
京
音
頭
大
は
や
り
―
」
二
三
三
頁
。

（
26
）
前
掲
『
西
条
八
十
全
集
』
八
、一
三
一
頁
。

（
27
）『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
七
年
八
月
七
日
、
夕
刊
。

（
28
）『
都
新
聞
』
昭
和
七
年
八
月
十
六
日
、
朝
刊
、
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
。

（
29
）
同
右
、
昭
和
七
年
八
月
十
八
日
、
朝
刊
。

（
30
）
同
右
、
昭
和
八
年
七
月
二
十
二
日
、
朝
刊
。

（
31
）
同
右
、
昭
和
八
年
八
月
十
二
日
、
朝
刊
、
十
四
日
、
夕
刊
。

（
32
）
同
右
、
昭
和
八
年
八
月
十
九
日
、
朝
刊
。

（
33
）
前
掲
『
西
条
八
十
全
集
』
八
、一
八
五
―
一
八
六
頁
。

（
34
）『
都
新
聞
』
昭
和
七
年
十
月
一
日
、
朝
刊
。

（
35
）
前
掲
「
踊
り
踊
る
な
ら
―
東
京
音
頭
大
は
や
り
―
」
二
三
四
―

二
三
五
頁
。

（
36
）
同
右
、
二
三
六
頁
、
小
寺
融
吉
「
東
京
音
頭
の
大
流
行
」（『
歌

謡
詩
人
』
一
九
三
三
年
十
一
月
、
同
上
『
郷
土
舞
踊
と
盆
踊
』

桃
蹊
書
房
、
一
九
四
一
年
所
収
、
一
〇
七
頁
）、
西
条
八
十
「
私

の
履
歴
書
」（『
私
の
履
歴
書
』
一
七
、
日
本
経
済
新
聞
社
、

一
九
六
二
年
、
一
〇
五
頁
）。

（
37
）
前
掲
『
流
行
歌
と
世
相
』
に
は
、依
頼
盤
で
あ
る
「
丸
の
内
音
頭
」

は
な
い
が
、「
東
京
音
頭
」
は
確
認
で
き
る
。

（
38
）『
東
京
朝
日
新
聞
』、『
読
売
新
聞
』昭
和
八
年
十
月
十
三
日
、朝
刊
。

（
39
）『
読
売
新
聞
』
昭
和
八
年
十
月
二
十
一
日
、
朝
刊
。

（
40
）
前
掲
「
東
京
音
頭
の
大
流
行
」
一
〇
七
頁
。

（
41
）
団
伊
玖
磨
「
踊
り
踊
っ
て
東
京
音
頭
」（『
歴
史
へ
の
招
待
』

二
一
、
日
本
放
送
協
会
、
一
九
八
二
年
、
四
八
―
五
〇
頁
）。

（
42
）『
都
新
聞
』
昭
和
九
年
八
月
十
二
日
、
朝
刊
。

（
43
）
同
右
、
昭
和
九
年
八
月
十
五
日
、
朝
刊
。

（
44
）
同
右
、
昭
和
九
年
八
月
十
八
日
、
朝
刊
。

（
45
）
前
掲
『
唄
の
自
叙
伝
』
一
七
六
頁

（
46
）
同
右
、
二
六
―
二
七
頁
。

（
47
）
同
右
、
一
八
〇
頁
。

（
48
）『
読
売
新
聞
』
昭
和
八
年
六
月
二
十
日
、
朝
刊
。

（
49
）
〜
（
51
）
同
右
、
昭
和
八
年
七
月
二
日
、
朝
刊
。

（
52
）
同
右
、
昭
和
八
年
七
月
六
日
、
朝
刊
。

（
53
）
同
右
、
昭
和
八
年
七
月
八
日
、
朝
刊
。

（
54
）
同
右
、
昭
和
八
年
七
月
十
一
日
・
十
三
日
、
朝
刊
。

（
55
）
同
右
、
昭
和
八
年
七
月
十
二
日
、
朝
刊
。

（
56
）
同
右
、
昭
和
八
年
七
月
二
十
日
・
二
十
二
日
、
夕
刊
、
二
十
四
日
・

二
十
八
日
、
朝
刊
、
二
十
九
日
・
三
十
日
、
八
月
一
日
・
二
日
・

三
日
・
四
日
・
五
日
、
夕
刊
、
八
月
六
日
、
朝
刊
・
夕
刊
、
八

月
八
日
、
夕
刊
。

（
57
）
同
右
、
昭
和
八
年
八
月
十
九
日
、
夕
刊
、
二
十
日
、
朝
刊
。

（
58
）
同
右
、
昭
和
八
年
七
月
十
四
日
・
十
七
日
、
夕
刊
。

（
59
）
同
右
、昭
和
八
年
八
月
三
十
日
、朝
刊
、九
月
二
十
六
日
、夕
刊
。
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（
60
）『
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
古
賀
政
男
大
全
集
』（
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
、

一
九
八
八
年
）、
Ｓ
Ｐ
復
刻
版
に
よ
る
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
シ

リ
ー
ズ
の『
松
平
晃
―
サ
ー
カ
ス
の
唄
―
』（
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
、

一
九
九
三
年
）、『
藤
本
二
三
吉
全
曲
集
』
一
〜
六
（
日
本
コ
ロ

ム
ビ
ア
、
二
〇
〇
四
年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
61
）（
62
）
高
橋
掬
太
郎
『
流
行
歌
三
代
物
語
』
学
風
書
院
、

一
九
五
六
年
、
二
三
七
頁
。

（
63
）
前
掲
『
流
行
歌
と
世
相
』
一
〇
五
頁
。
同
書
巻
末
「
代
表
的
流

行
歌
表
」
に
「
大
阪
音
頭
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
64
）『
音
楽
新
聞
』
七
四
号
、
一
九
三
四
年
二
月
、
国
立
音
楽
大
学
図

書
館
所
蔵
。

（
65
）
同
右
、
七
一
号
、
一
九
三
四
年
一
月
。

（
66
）
同
右
、
七
二
号
、
一
九
三
四
年
二
月
。

（
67
）
藤
浦
洸
『
な
つ
め
ろ
の
人
々
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
、

一
二
八
―
一
二
九
頁
。

（
68
）
前
掲
（
64
）。

（
69
）
前
掲
（
65
）。

（
70
）
前
掲
（
64
）。

（
71
）『
音
楽
新
聞
』
七
三
号
、
七
五
号
、
一
九
三
四
年
二
月
、
三
月
。

（
72
）
前
掲
『
流
行
歌
と
世
相
』
の
巻
末
「
代
表
的
流
行
歌
表
」。

（
73
）
前
掲
『
音
楽
新
聞
』
七
三
号
。

（
74
）
前
掲
『
な
つ
め
ろ
の
人
々
』
一
二
九
頁
。

（
75
）
前
掲
『
流
行
歌
と
世
相
』
一
〇
六
頁
。

（
76
）『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
八
年
十
二
月
六
日
、
朝
刊
。

（
77
）
前
掲
「
東
京
音
頭
の
大
流
行
」
一
〇
八
頁
。

（
78
）『
岩
手
日
報
』
昭
和
九
年
一
月
十
二
日
、
夕
刊
、
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
。

（
79
）
同
右
、
昭
和
九
年
一
月
十
日
、
夕
刊
。

（
80
）
同
右
、
昭
和
九
年
一
月
十
六
日
、
朝
刊
、
一
月
十
七
日
、
夕
刊
。

（
81
）『
山
形
新
聞
』
昭
和
九
年
一
月
十
五
日
、
朝
刊
、
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
。

（
82
）
同
右
、
昭
和
九
年
一
月
二
十
一
日
、
夕
刊
。

（
83
）
同
右
、
昭
和
九
年
八
月
二
十
三
日
、
朝
刊
。

（
84
）『
山
形
県
史
』
五
、
山
形
県
、
一
九
八
六
年
、
六
一
八
頁
。

（
85
）『
読
売
新
聞
』
昭
和
八
年
九
月
二
十
六
日
、
朝
刊
。

（
86
）
前
掲
『
郷
土
舞
踊
と
盆
踊
』
一
〇
七
―
一
〇
八
頁

（
87
）『
都
新
聞
』
昭
和
九
年
八
月
十
五
日
、
朝
刊
。

（
88
）
学
校
教
育
と
音
頭
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
前
掲
「
音
楽
教
師

か
ら
敵
視
さ
れ
た
メ
ロ
デ
ィ
の
教
育
化
―『
東
京
音
頭
』か
ら『
建

国
音
頭
』
へ
―
」
が
あ
る
。

（
89
）『
都
新
聞
』
昭
和
十
年
七
月
二
日
、
十
三
日
、
朝
刊
。

（
90
）
同
右
、
昭
和
十
年
七
月
十
六
日
、
朝
刊
。

（
91
）
同
右
、
昭
和
十
年
七
月
十
七
日
、
朝
刊
。

（
92
）
同
右
、
昭
和
十
年
七
月
二
十
六
日
、
朝
刊
。

（
93
）
同
右
、
昭
和
十
年
八
月
二
日
、
朝
刊
。

（
94
）
同
右
、
昭
和
十
年
八
月
三
日
、
朝
刊
。

（
95
）
同
右
、
昭
和
十
年
八
月
五
日
、
朝
刊
。

（
96
）
同
右
、
昭
和
十
年
八
月
十
日
、
朝
刊
。

（
97
）
同
右
、
昭
和
十
年
八
月
十
八
日
、
朝
刊
。

（
98
）
同
右
、
昭
和
十
年
八
月
二
十
一
日
、
朝
刊
。

（
99
）
同
右
、昭
和
十
年
八
月
二
十
五
日
、二
十
七
日
、三
十
一
日
、朝
刊
。

（
100
）
前
掲
『
郷
土
舞
踊
と
盆
踊
』
一
〇
五
頁
。

（
101
）
前
掲
『
都
新
聞
』
昭
和
十
年
八
月
二
十
五
日
、
朝
刊
。

（
102
）
同
右
、
昭
和
八
年
七
月
十
七
日
、
朝
刊
。

（
103
）『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
九
年
四
月
十
二
日
、
朝
刊
。
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〔
付
記
〕
本
稿
は
、「
地
域
活
性
化
と
情
報
活
用
」（
日
本
大
学
商
学
部

情
報
科
学
研
究
所
、
平
成
二
十
五
年
度
共
同
研
究
）
の
成
果

で
あ
る
。

Abstract
When the record industry was developing in the early Showa period, a large 

number of new popular songs started to be made. In this paper, the reason why the 
“Marunouchi sound” became popular will be explored. The record industry did not 
invent popular songs for the literary world and educational circles. Similarly, popular 
songs were ignored by radio broadcasters. The critical point we can learn from the 
promotion of the “Marunouchi sound” or the “Tokyo sound” was their large economic 
influence. Each record company promoted its songs in the “cherry tree sound battle” 
and the sale of popular music increased rapidly across Japan. Record makers cooperated 
with movie theaters, department stores and newspaper companies to gain publicity for 
their music. Indeed, it was possible to plan for the local promotion of media event as 
a part of making hit records. So called “guidance” and the economic meaning of local 
promotion was also included in the rise of the “Marunouchi sound”.




